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□
要
旨
小
論
は
︑
陰
陽
道
祭
祀
の
中
か
ら
﹁
鬼
気
祭
﹂
に
焦
点
を
絞
り
︑
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
研
究
史
を
整
理
し
つ
つ
︑
そ
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
︒
と
く
に
︑
他
の
疫
神
祭
と
の
関
係
︑
成
立
の
背
景
︑
鬼
気
祭
の
公
私
︑
鬼
気
祭
と
四
角
四
堺
祭
と
の
関
係
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
︒
小
論
の
考
察
に
よ
れ
ば
︑
鬼
気
祭
は
︑
陰
陽
道
の
典
拠
を
示
す
こ
と
に
よ
り
陰
陽
寮
の
地
位
を
確
立
し
︑
陰
陽
道
独
自
の
祭
祀
を
成
立
さ
せ
て
い
く
過
程
で
生
ま
れ
た
も
の
で
︑
そ
の
背
景
に
は
︑
藤
原
良
房
と
春
澄
善
縄
︑
陰
陽
師
滋
岳
川
人
が
関
係
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
公
的
な
鬼
気
祭
は
疱
瘡
に
対
し
て
の
み
だ
が
︑
私
的
な
場
合
は
他
の
病
気
に
も
行
わ
れ
た
︒
公
的
・
私
的
と
も
に
並
立
し
て
行
わ
れ
て
お
り
︑
時
代
と
と
も
に
私
祭
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
︒
ま
た
︑
内
裏
の
四
角
に
お
い
て
行
わ
れ
る
鬼
気
祭
を
﹁
四
角
祭
﹂︑
山
城
国
の
四
堺
に
お
い
て
行
わ
れ
る
鬼
気
祭
を
﹁
四
堺
祭
﹂
と
称
し
て
い
た
の
で
あ
り
︑
祭
祀
の
性
質
は
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
□
キ
ー
ワ
ー
ド
陰
陽
師
滋
岳
川
人
鬼
気
祭
四
角
四
堺
祭
疫
病
藤
原
良
房
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は
じ
め
に
陰
陽
道
研
究
に
お
い
て
︑
陰
陽
道
そ
の
も
の
や
占
い
︑
祭
祀
に
関
す
る
も
の
な
ど
数
多
く
あ
る
が
︑
祭
祀
に
つ
い
て
い
え
ば
︑
そ
れ
ら
は
﹁
陰
陽
道
祭
祀
﹂
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
︒
岡
田
荘
司
氏
︵
１
︶
が
陰
陽
道
祭
祀
を
そ
の
性
格
に
よ
っ
て
分
類
し
つ
つ
︑
そ
の
成
立
と
展
開
を
あ
と
づ
け
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
︑
小
坂
眞
二
氏
︵
２
︶
・
山
下
克
明
氏
︵
３
︶
・
繁
田
信
一
氏
︵
４
︶
に
よ
る
重
厚
な
研
究
が
あ
る
︒
た
だ
︑
陰
陽
道
祭
祀
を
個
別
に
検
討
し
て
い
た
も
の
と
し
て
は
︑﹁
四
角
祭
﹂
に
つ
い
て
の
甲
田
利
雄
氏
︵
５
︶
の
研
究
と
﹁
招
魂
祭
﹂
に
つ
い
て
の
斎
藤
英
喜
氏
︵
６
︶
の
研
究
が
あ
る
の
み
で
︑
そ
の
他
の
祭
祀
に
つ
い
て
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
い
が
た
い
の
が
︑
現
状
で
あ
る
︒
そ
こ
で
︑
小
論
で
は
︑
陰
陽
道
祭
祀
の
個
別
的
研
究
と
し
て
︑
お
も
に
﹁
鬼
気
祭
﹂
を
取
り
上
げ
︑
成
立
の
時
代
背
景
や
陰
陽
寮
官
人
の
動
向
か
ら
︑
さ
ら
に
は
そ
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
︒
一
︑
鬼
気
祭
の
成
立
鬼
気
祭
に
つ
い
て
は
︑
貞
観
九
年
︵
八
六
七
︶
正
月
廿
六
日
丁
卯
条
︵
﹃
日
本
三
代
実
録
﹄
︶
に
︑
︵
前
略
︶
神
祇
官
陰
陽
寮
言
︒
天
下
可
レ
憂
二
疫
癘
一
︒
由
レ
是
︒
令
下
二
五
畿
七
道
諸
國
一
︒
轉
二
讀
仁
王
般
若
經
一
︒
并
脩
中
鬼
氣
祭
上
︒
と
あ
る
の
が
︑
そ
の
初
見
で
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
れ
ば
︑
神
祇
官
と
陰
陽
寮
が
天
下
に
疫
病
の
憂
い
が
あ
る
こ
と
を
奏
上
し
︑
仁
王
般
若
経
の
転
読
と
鬼
気
祭
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
同
じ
陰
陽
道
祭
祀
で
あ
る
高
山
祭
に
つ
い
て
は
︑
貞
観
元
年
︵
八
五
九
︶
八
月
三
日
丙
戌
条
︵
﹃
日
本
三
代
実
録
﹄
︶
に
︑
遣
二
從
五
位
下
行
備
後
權
介
藤
原
朝
臣
山
陰
︒
外
從
五
位
下
行
陰
陽
權
助
兼
陰
陽
博
士
滋
岳
朝
臣
川
人
等
一
︒
於
二
大
和
國
吉
野
郡
高
山
一
︒
令
レ
修
二
祭
礼
一
︒
董
仲
舒
祭
法
云
︒
螟
騰
賊
二
害
五
穀
一
之
時
︒
於
二
害
食
之
州
縣
内
清
浄
處
一
︒
解
レ
之
攘
レ
之
︒
故
用
二
此
法
一
︒
前
年
命
二
陰
陽
寮
一
︒
於
二
城
北
船
岳
一
修
二
此
祭
一
︒
今
亦
於
レ
此
修
レ
之
︒
蓋
擇
二
清
浄
之
處
一
︒
と
あ
り
︑
こ
の
時
︑
﹁
董
仲
舒
祭
法
﹂
を
も
と
に
虫
の
害
を
祓
う
た
め
︑
陰
陽
博
士
滋
岳
川
人
ら
を
派
遣
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
︒
こ
の
﹁
董
仲
舒
祭
法
﹂
は
︑
高
山
祭
だ
け
で
な
く
︑
鬼
気
祭
に
お
い
て
も
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
︒
天
承
二
年
︵
一
一
三
二
︶
閏
四
月
八
日
付
け
の
散
位
中
原
師
元
の
勘
文
︵
﹃
朝
野
群
載
』巻
第
二
十
一
凶
事
︶
に
は
︑
天
下
不
レ
静
間
叓
︵
前
略
︶
重
撿
二
古
典
一
︒
董
仲
舒
曰
︒
故
防
二
天
下
之
疾
癘
一
︒
以
二
二
月
八
日
一
︒
解
二
祭
鬼
氣
一
︒
因
レ
茲
永
観
三
年
三
月
一
八
日
︒
陰
陰
陽
道
祭
祀
の
一
考
察
︱
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
を
中
心
に
︱
︵
宮
崎
︶
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陽
道
勘
文
云
︒
行
二
宮
城
四
角
鬼
氣
祭
一
︒
可
レ
防
二
疫
病
一
者
︒︵
後
略
︶
と
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
れ
ば
︑
鬼
気
祭
は
高
山
祭
と
と
も
に
﹁
董
仲
舒
祭
法
﹂
を
典
拠
と
し
た
祭
祀
で
あ
り
︑
ど
ち
ら
の
初
見
に
も
陰
陽
寮
が
関
与
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
こ
の
﹁
董
仲
舒
祭
法
﹂
に
関
し
て
は
山
下
氏
が
︑
①
今
日
董
仲
舒
の
著
と
し
て
伝
わ
る
﹃
春
秋
繁
露
﹄
の
選
択
に
も
れ
た
祭
祀
関
係
の
篇
目
が
存
在
し
た
︒
②
こ
の
他
に
単
独
の
著
作
が
存
在
し
た
︒
③
董
仲
舒
の
令
名
に
仮
託
し
て
後
人
が
擬
撰
し
た
︒
と
み
て
︑
こ
れ
ら
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
︑﹃
董
仲
舒
祭
法
︵
書
︶﹄︵
或
は
単
に
﹃
董
仲
舒
﹄
︶
と
し
て
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る
︒
鬼
気
祭
は
︑
﹁
神
祇
祭
祀
の
疫
神
祭
を
陰
陽
寮
へ
移
管
し
た
も
の
﹂
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
︑
具
体
的
に
は
︑
①
祭
物
な
ど
祭
儀
の
主
要
部
分
は
神
祇
を
踏
襲
し
︑
五
行
書
に
典
拠
を
得
て
移
管
︒
︵
小
坂
氏
︶
②
宮
廷
社
会
の
過
度
な
穢
意
識
の
増
幅
と
と
も
に
︑
神
祇
官
人
の
活
動
が
縮
小
さ
れ
た
た
め
の
移
管
︒︵
岡
田
氏
︶
と
い
う
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
て
い
る
︒
ま
ず
︑
①
の
小
坂
説
に
い
う
祭
物
だ
が
︑
鬼
気
祭
の
祭
物
に
つ
い
て
は
︑
鎌
倉
時
代
後
期
に
賀
茂
在
材
が
編
纂
し
た
と
い
わ
れ
︑
陰
陽
道
祭
祀
の
作
法
儀
礼
を
詳
し
く
記
し
た
﹃
文
肝
抄
﹄
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
︒
鬼
氣
灰
少
々
魚
味
撫
物
无
十
二
座
建
仁
元
被
レ
行
二
四
角
四
堺
鬼
氣
御
祭
一
之
時
支
度
云
︒
神
座
九
十
六
前
四
角
卌
八
前
四
堺
同
レ
之
︒
大
鬼
氣
祭
同
レ
之
祭
文
不
同
也
︒
於
二
門
外
一
可
レ
行
レ
之
︒
門
内
ニ
シ
テ
不
二
勤
仕
一
者
也
︒
四
角
四
堺
御
祭
同
四
角
四
堺
座
別
レ
之
内
裏
之
四
角
會
坂
大
枝
龍
花
細
々
座
別
山
崎
等
行
レ
之
者
也
︒
大
鬼
氣
祭
牛
皮
一
枚
也
︒
四
角
ト
謂
者
内
裏
四
角
之
外或
也
︒
私
云
︒
以
レ
艮
為
二
上
首
一
︒
疫
病
に
対
す
る
祭
祀
と
し
て
は
︑
鬼
気
祭
以
外
に
﹁
道
饗
祭
﹂
﹁
宮
城
四
隅
疫
神
祭
﹂﹁
畿
内
堺
十
処
疫
神
祭
﹂︑
陰
陽
寮
が
行
う
﹁
追
儺
﹂
と
﹁
四
角
四
堺
祭
﹂
が
あ
る
︒
こ
の
う
ち
︑﹁
道
饗
祭
﹂
の
こ
と
は
︑﹃
延
喜
神
祇
式
﹄
四
時
祭
に
︑
道
饗
祭
於
二
宮
城
四
隅
一
祭
五
色
薄
施
各
一
丈
︒
倭
文
四
尺
︒
木
綿
一
斤
十
兩
︒
麻
七
斤
︒
庸
布
二
段
︒
鍬
四
口
︒
牛
皮
二
張
︒
鹿
皮
︒
熊
皮
各
四
張
︒
酒
四
斗
︒
稲
四
束
︒
鰒
二
斤
五
兩
︒
堅
魚
五
斤
︒
腊
八
升
︒
海
藻
五
斤
︒
鹽
二
升
︒
水
盆
︒
坏
各
四
口
︒
槲
八
把
︒
匏
四
柄
︒
調
薦
二
枚
︒
と
規
定
さ
れ
︑
ま
た
︑
﹃
令
集
解
﹄
神
祇
令
に
も
季
夏
と
季
冬
に
︑﹁
道
饗
祭
謂
︒
卜
部
等
於
二
京
城
四
隅
道
上
一
而
祭
之
︒
言
欲
レ
令
四
鬼
魅
自
レ
外
来
者
不
三
敢
入
二
京
師
一
︒
故
預
迎
二
於
道
一
饗
遏
也
︒
釋
云
︒
京
四
方
大
路
最
極
︒
卜
部
等
祭
︒
牛
皮
并
鹿
猪
皮
用
也
︒
此
為
二
鬼
魅
自
レ
外
莫
阿
来
二
宮
内
一
祭
之
︒
左
右
京
職
相
預
︒
古
記
无
レ
別
︒
﹂
と
あ
り
︑
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
︑
﹁
道
饗
祭
﹂
は
神
祇
官
の
卜
部
が
宮
城
の
四
隅
で
疫
神
を
饗
応
す
る
祭
祀
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
さ
ら
に
︑﹁
宮
城
四
隅
疫
神
祭
﹂﹁
畿
内
堺
十
処
疫
神
祭
﹂
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に
つ
い
て
は
︑
﹃
延
喜
神
祇
式
﹄
臨
時
祭
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
︑
宮
城
四
隅
疫
神
祭
若
鷹
レ
祭
二
京
城
四
隅
一
准
レ
此
︑
五
色
薄
施
各
一
丈
六
寸
︒
等
二
分
四
所
一
︒
已
下
准
レ
此
︒
倭
文
一
丈
六
寸
︒
木
綿
四
斤
兩
麻
八
斤
︒
庸
布
八
段
︒
鍬
十
六
口
︒
牛
皮
︒
熊
皮
︒
鹿
皮
︒
猪
皮
各
四
張
︒
米
酒
各
四
斗
︒
稲
十
六
束
︒
鰒
︒
堅
魚
各
十
六
斤
︒
腊
二
斗
︒
海
藻
︒
雑
海
菜
各
十
六
斤
︒
鹽
二
斗
︒
盆
四
口
︒
杯
八
口
︒
匏
四
柄
︒
槲
十
六
把
︒
薦
四
枚
︒
藁
四
圍
︒
楉
棚
四
脚
︒
各
高
四
尺
︒
長
三
尺
五
寸
︒
朸
一
枝
︒
畿
内
堺
十
処
疫
神
祭
山
城
與
二
近
江
一
堺
一
︑
山
城
與
二
丹
波
一
堺
二
︑
山
城
與
二
摂
津
一
堺
三
︑
山
城
與
二
河
内
一
堺
四
︑
山
城
與
二
大
和
一
堺
五
︑
山
城
與
二
伊
賀
一
堺
六
︑
大
和
二
伊
賀
一
堺
七
︑
大
和
二
紀
伊
一
堺
八
︑
和
泉
與
二
紀
伊
一
堺
九
︑
摂
津
與
二
播
磨
一
堺
十
︑
堺
別
五
色
薄
施
各
四
尺
︒
倭
文
四
尺
︒
木
綿
︒
麻
各
一
斤
二
兩
︒
庸
布
二
段
︒
金
鐵
人
像
各
一
枚
︒
鍬
四
口
︒
牛
皮
︒
熊
皮
︒
猪
皮
各
一
張
︒
稲
四
束
︒
米
酒
各
一
斗
︒
鰒
︒
堅
魚
︒
海
藻
︒
滑
海
藻
各
四
斤
︒
雑
海
菜
四
斤
︒
腊
五
升
︒
鹽
五
升
︒
水
瓫
一
口
︒
杯
二
口
︒
匏
一
柄
︒
槲
四
把
︒
薦
一
枚
︒
藁
一
圍
︒
輿
籠
一
脚
︒
朸
一
枝
︒
擔
夫
二
人
︒
京
職
差
レ
傜
充
之
︒
と
あ
り
︑
﹁
宮
城
四
隅
疫
神
祭
﹂
は
宮
城
の
四
隅
に
お
い
て
︑﹁
畿
内
堺
十
処
疫
神
祭
﹂
は
畿
内
の
十
ヶ
所
の
堺
に
お
い
て
行
わ
れ
る
疫
神
祭
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
ち
な
み
に
︑﹃
延
喜
式
﹄
に
は
︑
鰒
や
堅
魚
・
牛
皮
な
ど
︑
前
述
の
﹃
文
肝
抄
﹄
の
引
く
鬼
気
祭
の
祭
物
と
類
似
し
た
も
の
が
い
く
つ
か
み
え
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
︵
７
︶
︒
こ
う
し
た
﹁
疫
神
祭
﹂
は
︑
宝
亀
元
年
︵
七
七
〇
︶
に
み
え
る
の
を
手
初
め
に
︑
以
降
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
︵
︻
表
１
︼
参
照
︶︑
陰
陽
道
祭
祀
で
あ
る
﹁
追
儺
﹂
は
︑
神
護
景
雲
三
年
︵
七
〇
六
︶
に
﹁
天
下
諸
国
疫
疾
︑
百
姓
多
死
︑
始
作
二
土
牛
一
︑
大
儺
﹂
と
あ
る
の
が
︑
そ
の
初
見
で
あ
る
︵
﹃
続
日
本
紀
﹄
是
年
条
︶︒
｢四
角
四
堺
祭
﹂
は
︑
行
わ
れ
る
場
所
や
性
格
が
﹁
道
饗
祭
﹂﹁
宮
城
四
隅
疫
神
祭
﹂﹁
畿
内
堺
十
処
疫
神
祭
﹂
と
類
似
す
る
が
︑﹃
西
宮
記
﹄
に
︑
延
喜
十
四
十
廿
三
︑︵
中
略
︶
四
界
祭
︑
陰
陽
寮
向
二
四
界
一
祭
︑
以
二
蔵
人
所
人
一
爲
レ
使
四
角
祭
︑
陰
陽
寮
宮
城
四
角
祭
有
二
使
所
人
一
︑
已
上
天
下
有
レ
疫
之
時
︑
陰
陽
寮
進
二
支
度
一
︑
料
物
官
宣
︑
[頭
書
]
上
卿
奉
レ
勅
︑
仰
二
陰
陽
寮
一
令
レ
勘
二
日
時
一
奏
︑
返
給
下
レ
辨
︑
々
仰
二
陰
陽
寮
一
令
レ
進
二
支
度
一
︑
覧
二
上
卿
一
︑﹇
或
奏
]
任
二
支
度
一
宣
旨
賜
二
諸
司
一
︑
蔵
人
所
差
二
勅
使
[四
角
所
衆
]
各
一
人
四
界
瀧
口
各
一
人
一
︑
官
人
差
二
加
使
官
人
各
一
人
一
︑
件
使
陰
陽
師
等
載
食
口
宣
旨
給
二
山
城
國
一
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
︑
﹁
四
界
祭
﹂﹁
四
角
祭
﹂
と
も
に
天
下
に
疫
が
あ
る
と
き
に
陰
陽
寮
が
行
う
も
の
で
︑
右
の
記
事
は
陰
陽
寮
が
﹁
四
角
四
堺
祭
﹂
に
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
︒
前
田
晴
人
氏
︵
８
︶
は
︑
疫
病
は
流
行
す
る
時
期
を
確
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
︑
状
況
に
応
じ
て
臨
時
祭
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
︑﹁
宮
城
四
隅
疫
神
祭
は
神
祭
の
場
が
一
致
す
る
こ
と
と
神
へ
の
供
献
品
の
同
類
性
と
か
ら
︑
道
饗
祭
の
臨
時
祭
式
﹂
と
み
︑
さ
ら
に
︑﹁
こ
れ
ら
両
祭
祀
は
元
来
一
つ
の
祭
式
と
し
て
存
在
し
た
は
ず
で
あ
り
︑
神
祇
令
が
そ
れ
を
四
時
祭
の
一
環
に
組
み
込
ん
だ
た
め
に
祭
式
が
二
つ
に
分
離
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
﹂
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
︒
陰
陽
道
祭
祀
の
一
考
察
︱
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
を
中
心
に
︱
︵
宮
崎
︶
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︻
表
１
︼
道
饗
祭
・
疫
神
祭
の
諸
例
番
号
年
号
︵
西
暦
︶
月
日
祭
祀
の
表
記
内
容
出
典
１
宝
亀
元
︵
七
七
〇
︶
６
・
23
疫
神
祭
疫
神
を
京
師
の
四
隅
︑
畿
内
十
堺
に
祭
る
続
日
本
紀
２
同
２
︵
七
七
一
︶
３
・
５
疫
神
祭
天
下
の
諸
国
を
し
て
疫
神
を
祭
る
続
日
本
紀
３
同
４
︵
七
七
三
︶
７
・
10
疫
神
祭
疫
神
を
天
下
の
諸
国
に
祭
る
︒
６
月
４
日
に
渤
海
使
の
来
朝
あ
り
続
日
本
紀
４
同
６
︵
七
七
五
︶
６
・
22
疫
神
祭
疫
神
を
畿
内
の
諸
国
に
祭
り
︑
祭
使
を
遣
わ
す
続
日
本
紀
５
同
８
・
22
疫
神
祭
異
常
な
風
雨
に
よ
り
百
姓
が
多
く
没
し
た
た
め
︑
疫
神
を
五
畿
内
に
祭
る
続
日
本
紀
６
同
８
︵
七
七
七
︶
２
・
28
疫
神
祭
疫
神
を
五
畿
内
に
祭
り
︑
祭
使
を
遣
わ
す
︒
日
に
渤
20
海
使
の
入
朝
続
日
本
紀
７
同
９
︵
七
七
八
︶
３
・
27
疫
神
祭
畿
内
の
界
に
於
て
疫
神
を
祭
り
︑
同
日
に
は
皇
太
子
が
平
か
で
な
い
た
め
︑
大
祓
も
行
い
︑
伊
勢
神
宮
及
び
天
下
の
諸
神
に
奉
幣
続
日
本
紀
８
延
暦
︵
八
〇
一
︶
20
５
・
14
道
饗
祭
類
聚
三
代
格
９
承
和
４
︵
八
三
四
︶
６
・
22
疫
神
祭
時
気
︵
疫
癘
間
發
︶
を
御
す
た
め
に
︑
山
城
・
大
和
・
河
内
・
摂
津
・
近
江
・
伊
賀
・
丹
波
等
の
七
国
に
使
い
を
遣
わ
し
︑
境
界
を
鎮
祭
す
続
日
本
後
紀
10
同
６
︵
八
三
九
︶
閏
１
・
23
疫
神
祭
諸
国
の
疾
疫
の
た
め
︑
郷
邑
で
疫
神
を
敬
祭
す
る
よ
う
に
と
勅
が
下
る
続
日
本
後
紀
11
同
９
︵
八
四
二
︶
３
・
15
疫
神
祭
国
司
が
境
で
疫
神
を
防
祭
す
る
よ
う
に
勅
が
下
る
続
日
本
後
紀
― 24 ―
12
同
５
・
27
疫
神
祭
近
く
物
恠
が
有
り
︑
疫
気
が
咎
を
告
げ
る
た
め
︑
五
畿
七
道
諸
国
及
び
大
宰
府
に
対
し
て
疫
神
を
敬
祭
す
る
勅
が
下
る
続
日
本
後
紀
13
仁
寿
２
︵
八
五
二
︶
・
12
26
疫
神
祭
五
畿
七
道
諸
国
に
勅
が
下
る
日
本
文
徳
実
録
14
貞
観
７
︵
八
六
五
︶
５
・
13
疫
神
祭
災
疫
を
防
ぐ
た
め
︑
夜
に
佐
比
寺
の
僧
惠
照
が
行
う
日
本
三
代
実
録
15
元
慶
４
︵
八
八
〇
︶
１
・
15
疫
神
祭
疫
神
に
般
若
経
を
奉
じ
る
平
安
遺
文
16
天
暦
４
︵
九
五
〇
︶
・
11
20
疫
神
祭
陰
陽
師
は
調
布
四
端
が
布
施
さ
れ
︑
疫
神
を
祭
る
平
安
遺
文
17
正
暦
５
︵
九
九
四
︶
６
・
27
疫
神
祭
︵
御
霊
会
︶
疫
神
を
北
野
船
岡
山
に
祀
り
︑
御
霊
会
を
行
う
日
本
紀
略
朝
野
群
載
18
長
徳
４
︵
九
九
八
︶
７
・
５
疫
神
祭
花
山
院
と
中
宮
の
御
悩
と
疫
癘
の
た
め
︑
諸
国
に
疫
神
を
祭
る
権
記
19
長
保
２
︵
一
〇
〇
〇
︶
・
12
29
春
季
疫
神
祭
︑
夏
季
疫
神
祭
秋
季
疫
神
祭
︑
冬
季
疫
神
祭
各
時
期
の
疫
神
祭
料
に
つ
い
て
平
安
遺
文
20
同
３
︵
一
〇
〇
一
︶
５
・
９
疫
神
祭
疫
神
を
紫
野
に
安
置
す
朝
野
群
載
21
寛
弘
２
︵
一
〇
〇
五
︶
６
・
20
道
饗
祭
御
堂
関
白
記
22
同
５
︵
一
〇
〇
八
︶
・
12
13
道
饗
祭
御
堂
関
白
記
23
同
７
︵
一
〇
一
〇
︶
６
・
20
道
饗
祭
御
堂
関
白
記
24
長
和
２
︵
一
〇
一
三
︶
６
・
20
道
饗
祭
御
堂
関
白
記
25
同
４
︵
一
〇
一
五
︶
６
・
20
疫
神
祭
疫
神
の
託
宣
に
よ
っ
て
︑
京
の
民
が
花
園
の
辺
り
に
神
殿
を
建
立
し
︑
疫
神
を
祠
る
日
本
紀
略
百
錬
抄
26
寛
仁
２
︵
一
〇
一
八
︶
６
・
20
道
饗
祭
御
堂
関
白
記
27
同
３
︵
一
〇
一
九
︶
・
12
20
道
饗
祭
御
堂
関
白
記
28
寛
治
７
︵
一
〇
九
三
︶
・
12
29
道
饗
祭
後
二
条
師
通
記
陰
陽
道
祭
祀
の
一
考
察
︱
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
を
中
心
に
︱
︵
宮
崎
︶
― 25 ―
こ
れ
に
対
し
︑
宮
﨑
健
司
氏
︵
９
︶
は
四
隅
と
衢
の
概
念
の
相
違
か
ら
︑﹁
宮
城
四
隅
疫
神
祭
﹂
﹁
畿
内
堺
十
処
疫
神
祭
﹂
は
﹁
臨
時
の
道
饗
祭
﹂
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
氏
は
ま
た
︑
地
方
の
疫
神
祭
が
宮
城
で
私
的
に
流
行
し
︑
国
家
の
威
信
も
あ
り
︑
体
系
的
な
疫
神
祭
祀
が
公
的
に
必
要
に
な
っ
た
た
め
に
光
仁
天
皇
朝
に
至
っ
て
成
立
し
た
と
し
︑﹁
光
仁
朝
は
前
代
ま
で
の
仏
教
偏
重
を
是
正
し
︑
対
疫
病
祭
祀
の
創
設
に
関
し
て
も
︑
そ
の
原
因
を
﹁
疫
神
﹂
と
規
定
し
た
の
は
︑
神
祇
の
範
疇
で
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
﹂
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
︒
さ
ら
に
︑
笹
生
衛
氏
は
︑﹁
道
饗
祭
﹂
は
﹃
令
義
解
﹄
的
︵
饗
応
︶
か
ら
︑
﹃
延
喜
式
﹄
的
︵
防
御
︶
へ
と
性
格
が
変
わ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
氏
に
よ
れ
ば
︑
八
世
紀
後
半
か
ら
末
期
を
さ
か
い
に
︑
疫
神
は
饗
応
か
ら
祓
へ
と
意
識
が
変
化
し
︑﹁
追
儺
﹂
は
そ
の
性
格
が
﹁
追
走
・
刑
殺
﹂
で
あ
り
︑﹁
道
饗
祭
﹂
と
同
様
の
祭
物
で
疫
神
に
特
化
し
た
祭
祀
︵
﹁
宮
城
四
隅
疫
神
祭
﹂
﹁
畿
内
堺
十
処
疫
神
祭
﹂
︶
が
誕
生
し
た
と
い
う
︒
こ
う
し
た
三
氏
の
所
説
を
参
考
に
す
る
と
︑﹁
宮
城
四
隅
疫
神
祭
﹂
や
﹁
畿
内
堺
十
処
疫
神
祭
﹂
は
︑
疫
病
の
流
行
に
臨
機
応
変
に
対
処
す
る
た
め
︑
神
祇
官
管
轄
の
臨
時
祭
と
し
て
光
仁
天
皇
朝
に
成
立
し
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
︒
ち
な
み
に
︑
大
江
篤
氏
︵
︶
は
︑﹁
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
︑
神
祇
官
の
う
10
ら
な
い
が
︑
災
害
疾
病
な
ど
不
都
合
な
事
象
の
原
因
を
﹁
祟
﹂
に
求
め
そ
れ
を
解
消
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
に
対
し
︑
陰
陽
寮
の
う
ら
な
い
は
未
来
に
起
こ
り
う
る
不
祥
事
を
予
知
し
︑
そ
れ
を
未
然
に
防
ご
う
と
す
る
意
味
合
い
が
大
き
か
っ
た
﹂
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
こ
う
し
た
大
江
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
︑
筆
者
は
︑
疫
病
を
予
知
し
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
︑
陰
陽
寮
も
臨
時
の
疫
神
祭
︵
﹁
宮
城
四
隅
疫
神
祭
﹂
﹁
畿
内
堺
十
処
疫
神
祭
﹂
︶
を
行
う
よ
う
に
な
り
︑
そ
う
し
た
陰
陽
道
祭
祀
の
場
合
の
名
称
が
﹁
鬼
気
祭
﹂
や
﹁
四
角
四
堺
祭
﹂
な
の
だ
と
考
え
る
︒
要
す
る
に
︑
陰
陽
道
祭
祀
と
し
て
の
疫
神
祭
の
常
設
祭
祀
が
﹁
追
儺
﹂
で
あ
り
︑
そ
れ
と
は
べ
つ
に
︑
臨
時
祭
祀
と
し
て
﹁
鬼
気
祭
﹂﹁
四
角
四
堺
祭
﹂
が
成
立
す
る
と
み
る
の
で
あ
る
︒
と
こ
ろ
で
︑
山
下
氏
︵
︶
は
︑
さ
き
の
岡
田
氏
の
所
論
の
②
に
つ
い
て
︑﹃
台
11
記
﹄︵
天
養
二
年
(一
一
四
五
)
十
二
月
三
十
日
条
︶
に
道
饗
祭
が
み
え
る
例
を
あ
げ
つ
つ
︑
神
祇
の
疫
神
祭
祀
が
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
ず
︑
恒
例
行
事
が
記
録
に
残
り
に
く
い
面
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
︒
筆
者
も
︑︻
表
１
︼
に
示
し
た
調
査
結
果
か
ら
︑﹁
宮
廷
社
会
や
神
祇
官
人
の
穢
意
識
﹂
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
神
祇
祭
祀
か
ら
移
管
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思
う
︒
神
祇
官
で
は
依
然
と
し
て
﹁
道
饗
祭
﹂
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
︑
鬼
気
祭
は
単
に
﹁
神
祇
官
の
疫
神
祭
祀
﹂
か
ら
の
移
管
で
は
な
く
︑
陰
陽
寮
で
も
臨
時
の
疫
神
祭
を
行
う
よ
う
に
も
な
っ
た
と
考
え
た
ほ
う
が
︑
諸
祭
祀
を
整
合
的
に
理
解
で
き
る
︒
疫
病
が
流
行
し
た
際
の
対
処
と
し
て
︑
神
祇
で
は
大
祓
︑
仏
教
で
は
仁
王
会
︵
ま
た
は
仁
王
般
若
経
の
転
読
︶
︑
陰
陽
寮
と
し
て
は
鬼
気
祭
︵
ま
た
は
四
角
四
堺
祭
︶
の
ど
れ
か
︑
ま
た
は
複
数
併
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
︵
︶
︑
12
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こ
う
し
た
理
解
を
助
け
る
で
あ
ろ
う
︒
そ
こ
で
つ
ぎ
に
︑
高
山
祭
や
鬼
気
祭
に
は
︑
な
ぜ
﹁
董
仲
舒
祭
法
﹂
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
︒
山
下
氏
は
﹁
外
来
の
祭
祀
を
採
用
す
る
場
合
︑
そ
の
修
法
の
次
第
や
功
徳
を
記
し
た
経
典
類
の
請
求
が
前
提
と
な
り
︑
そ
れ
が
存
在
し
て
初
め
て
正
式
な
修
法
と
し
て
承
認
さ
れ
る
が
︑
陰
陽
道
の
祭
祀
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
﹂
と
み
て
お
ら
れ
る
︒
そ
し
て
︑
氏
に
よ
れ
ば
︑
陰
陽
道
の
﹁
典
籍
に
つ
い
て
従
来
さ
ほ
ど
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
そ
の
多
く
が
早
く
に
逸
し
︑
断
片
的
な
佚
文
を
残
す
の
み
で
あ
っ
た
﹂
か
ら
だ
と
い
う
︒
祭
祀
に
典
拠
が
あ
る
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
︑
神
祇
祭
祀
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
︑
あ
え
て
陰
陽
道
祭
祀
の
典
拠
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
は
︑
斎
藤
氏
︵
︶
も
︑
13
﹁
平
安
時
代
初
期
の
陰
陽
寮
官
人
の
任
務
は
僧
侶
や
神
祇
官
の
補
完
︑
代
行
・
共
同
執
行
と
い
っ
た
色
彩
が
強
く
︑
僧
侶
や
神
祇
官
人
に
は
で
き
な
い
陰
陽
師
独
自
の
祭
祀
法
を
神
祇
官
の
も
の
と
差
異
化
す
る
た
め
に
典
拠
を
求
め
た
﹂
と
考
え
て
お
ら
れ
る
が
︑
斎
藤
氏
の
見
解
を
敷
延
し
て
い
え
ば
︑
疫
病
対
策
の
祭
祀
は
︑
疫
神
に
対
し
て
食
物
を
献
ず
る
と
い
う
性
格
上
︑
祭
物
が
類
似
す
る
の
で
︑
陰
陽
道
祭
祀
と
し
て
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
よ
り
一
層
明
確
に
す
る
た
め
に
も
︑
典
拠
を
用
い
て
神
祇
祭
祀
と
の
差
異
化
を
図
り
︑
陰
陽
寮
が
主
催
す
る
こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
と
こ
ろ
で
︑
す
で
に
山
下
氏
や
増
尾
伸
一
郎
氏
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
︵
︶
︑
高
山
祭
の
初
見
に
も
そ
の
名
の
み
え
る
滋
岳
川
人
が
︑
鬼
気
祭
14
に
も
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
︒
筆
者
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
同
感
で
あ
る
が
︑
川
人
が
貞
観
期
の
陰
陽
寮
を
代
表
す
る
実
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
︑
以
下
の
諸
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
︒
①
川
人
の
初
見
は
斉
衡
元
年
︵
八
五
四
︶
で
︑
こ
の
時
に
刀
岐
直
は
は
じ
め
て
滋
岳
朝
臣
の
姓
を
賜
っ
た
︒
ま
た
︑
初
見
で
す
で
に
陰
陽
博
士
の
地
位
に
就
い
て
お
り
︵
︶
︑
最
終
的
15
に
陰
陽
頭
を
務
め
た
︻
表
２
︼︒
②
川
人
は
貞
観
十
六
年
︵
八
七
四
︶
に
没
し
て
い
る
が
︑
彼
の
卒
伝
か
ら
﹃
世
要
動
静
經
﹄﹃
指
掌
宿
曜
經
﹄﹃
滋
川
新
術
遁
甲
書
﹄﹃
金
匱
新
注
﹄
と
多
く
の
書
物
を
著
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒
中
村
璋
八
氏
︵
︶
は
︑﹁
川
人
の
著
し
た
書
物
は
︑
日
本
で
初
め
て
編
纂
さ
れ
16
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
占
術
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
﹂
と
︑
村
山
修
一
氏
は
著
書
の
書
名
か
ら
﹁
彼
独
自
の
日
本
的
陰
陽
道
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
感
ぜ
し
め
る
﹂
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
︶
︒
17
③
﹃
今
昔
物
語
集
﹄︵
巻
第
二
十
四
﹁
慈
岳
川
人
被
追
地
神
語
第
十
三
﹂
︶
に
は
︑﹁
世
ニ
並
無
キ
者
也
﹂
﹁
川
人
止
事
無
キ
陰
陽
師
ナ
リ
﹂
と
記
さ
れ
て
お
り
︑
陰
陽
道
に
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
が
世
間
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
︒
④
﹃
今
昔
物
語
集
﹄
の
評
価
を
裏
付
け
る
史
料
に
﹃
左
経
記
﹄
が
あ
る
︵
長
元
元
年
四
月
五
日
条
︶︒
﹁︵
前
略
︶
参
二
関
白
殿
一
︑
令
レ
御
二
覧
故
滋
岡
川
人
陰
陽
道
祭
祀
の
一
考
察
︱
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
を
中
心
に
︱
︵
宮
崎
︶
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奉
持
太
一
式
盤
二
枚
一
︑
陰
一
枚
︑
陽
一
枚
︑
件
盤
前
年
陰
陽
頭
文
高
語
次
云
︑
故
川
人
太
一
式
盤
︑︵
中
略
︶
是
霊
験
物
也
︑︵
中
略
︶
無
レ
止
之
霊
物
也
︑
︵
後
略
︶﹂
と
︑
川
人
の
使
っ
て
い
た
式
盤
が
後
世
霊
物
視
さ
れ
て
い
た
︵
︶
︒
18
ま
た
︑
川
人
は
国
史
に
登
場
し
て
以
降
︑
高
山
祭
と
五
龍
祭
︵
︶
に
関
わ
っ
19
て
い
る
が
︵
︻
表
２
︼
参
照
︶
︑
初
見
で
す
で
に
陰
陽
博
士
だ
か
ら
︑
そ
れ
以
前
か
ら
陰
陽
寮
で
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒
︻
表
２
︼
滋
岳
川
人
略
年
表
年
号
︵
西
暦
︶
月
日
事
柄
官
職
出
典
斉
衡
元
︵
八
五
四
︶
・
9
5
滋
岳
朝
臣
を
賜
う
正
六
位
上
陰
陽
権
允
兼
陰
陽
博
士
日
本
文
徳
実
録
同
２
︵
八
五
五
︶
・
1
7
叙
位
外
従
五
位
下
日
本
文
徳
実
録
天
安
元
︵
八
七
五
︶
・
12
9
叙
位
外
従
五
位
下
陰
陽
権
助
兼
陰
陽
博
士
日
本
三
代
実
録
同
２
︵
八
五
八
︶
・
9
2
山
城
国
葛
野
郡
田
邑
郷
眞
原
岡
を
大
納
言
安
倍
安
仁
等
と
山
陵
地
に
定
め
る
同
日
本
三
代
実
録
貞
観
元
︵
八
五
九
︶
・
8
3
高
山
祭
を
行
う
外
従
五
位
下
行
陰
陽
権
助
兼
陰
陽
博
士
日
本
三
代
実
録
同
・
11
19
叙
位
従
五
位
下
陰
陽
権
助
兼
陰
陽
博
士
日
本
三
代
実
録
同
３
︵
八
六
一
︶
・
1
13
任
官
従
五
位
下
行
陰
陽
権
助
兼
陰
陽
博
士
︑
播
磨
権
大
掾
日
本
三
代
実
録
同
５
︵
八
六
三
︶
・
2
1
高
山
祭
を
行
う
同
日
本
三
代
実
録
同
７
︵
八
六
五
︶
・
1
27
任
官
従
五
位
下
行
陰
陽
権
助
兼
陰
陽
博
士
︑
播
磨
権
介
日
本
三
代
実
録
同
８
︵
八
六
六
︶
・
12
29
任
官
同
︑
次
侍
従
日
本
三
代
実
録
同
︵
八
七
四
︶
16
・
1
15
任
官
従
五
位
上
行
陰
陽
頭
兼
陰
陽
博
士
︑
安
芸
権
介
日
本
三
代
実
録
同
・
5
27
滋
岳
川
人
卒
同
日
本
三
代
実
録
年
月
日
未
詳
五
龍
祭
を
勤
め
る
陰
陽
師
江
談
抄
― 28 ―
彼
は
︑
陰
陽
寮
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
陰
陽
頭
と
し
て
祭
祀
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
が
︑
当
時
の
陰
陽
頭
は
藤
原
氏
︑
な
か
で
も
恵
ま
れ
ぬ
環
境
に
あ
る
人
々
が
就
任
し
て
お
り
︑
お
も
に
大
学
寮
出
身
者
や
貴
族
官
僚
に
よ
っ
て
そ
の
職
が
担
わ
れ
て
い
た
か
ら
︵
︶
︑
陰
陽
寮
内
で
技
術
面
の
ト
ッ
20
プ
は
川
人
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒
そ
し
て
︑
彼
の
下
に
は
︑
技
術
系
の
陰
陽
寮
官
人
と
し
て
︑
笠
名
高
・
日
下
部
利
貞
・
弓
削
是
雄
ら
が
い
た
の
で
あ
り
︑
鬼
気
祭
は
︑
滋
岳
川
人
を
は
じ
め
と
す
る
︑
こ
う
し
た
陰
陽
寮
官
人
の
存
在
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
し
え
た
の
で
あ
る
︒
こ
こ
で
い
ま
一
つ
見
逃
せ
な
い
の
は
︑
鬼
気
祭
が
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る
時
期
と
︑
藤
原
良
房
が
摂
政
と
し
て
権
力
を
握
っ
て
い
た
時
期
が
重
な
る
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
陰
陽
道
と
藤
原
良
房
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
︑
こ
の
点
に
関
す
る
先
行
研
究
を
ま
と
め
る
と
︑
以
下
の
三
点
と
な
る
︒
①
儒
教
的
理
念
︵
嵯
峨
天
皇
の
立
場
︶
で
は
︑
災
害
や
怪
異
は
為
政
者
の
不
徳
へ
の
戒
め
︵
政
治
責
任
の
問
題
︶
と
な
る
︒
そ
こ
で
︑
災
害
や
怪
異
を
神
や
モ
ノ
の
祟
り
と
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
支
配
の
安
泰
の
た
め
に
は
祭
祀
や
祈
祷
を
行
え
ば
よ
く
︑
卜
占
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
祟
り
は
為
政
者
の
政
治
責
任
論
を
回
避
す
る
理
論
と
な
る
︵
︶
︒
21
②
文
徳
朝
で
は
︑
些
細
な
出
来
事
で
も
卜
占
の
材
料
と
す
る
藤
原
氏
の
方
針
に
便
乗
し
︑
陰
陽
師
は
職
掌
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
︒
③
良
房
の
陰
陽
道
に
基
づ
く
思
想
へ
の
関
心
の
高
さ
は
並
大
抵
で
は
な
い
︵
︶
︒
22
先
学
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
陰
陽
道
と
良
房
を
結
ぶ
史
料
は
︑
次
の
二
つ
で
あ
る
︒
⒜
嵯
峨
天
皇
の
周
忌
斎
会
の
対
応
︵
﹃
続
日
本
後
紀
﹄
承
和
十
年
︵
八
四
三
︶
七
月
十
四
日
条
︶
七
月
十
五
日
は
嵯
峨
天
皇
の
一
周
忌
斎
会
を
催
す
日
に
あ
た
る
が
︑
十
五
日
は
仁
明
天
皇
と
橘
嘉
智
子
の
本
命
日
に
あ
た
る
た
め
避
け
る
べ
き
だ
︑
と
い
う
議
論
が
起
り
︑
良
房
ら
の
議
定
に
よ
り
十
四
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
⒝
嵯
峨
天
皇
の
遺
誡
に
対
す
る
議
論
︵
﹃
続
日
本
後
紀
﹄
承
和
十
一
年
︵
八
四
四
︶
八
月
五
日
条
︶
良
房
ら
は
︑﹁
嵯
峨
天
皇
は
物
怪
が
あ
る
ご
と
に
先
霊
の
祟
り
だ
と
い
う
の
は
︑
い
わ
れ
な
き
こ
と
で
あ
る
と
仰
せ
ら
れ
た
が
︑
占
っ
て
み
る
と
先
霊
の
祟
り
と
明
ら
か
に
出
た
め
︑
遺
誡
と
い
え
ど
も
改
め
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
﹂
と
朝
議
に
か
け
て
賛
同
を
得
︑﹁
怪
異
の
卜
占
は
朝
廷
公
認
﹂
︵
︶
と
な
る
︒
23
こ
う
し
た
良
房
と
陰
陽
道
を
結
ぶ
人
物
と
し
て
は
︑﹁
物
恠
過
敏
症
﹂
﹁
陰
陽
家
以
上
の
禁
忌
信
奉
者
﹂
等
と
評
さ
れ
て
い
る
春
澄
善
縄
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒
善
縄
に
つ
い
て
は
多
田
圭
介
氏
︵
︶
の
詳
細
な
研
究
が
24
あ
る
た
め
︑
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
る
が
︑
両
者
の
つ
な
が
り
に
関
し
て
︑
筆
者
も
氏
の
指
摘
の
と
お
り
だ
と
思
う
︒
ま
た
︑
大
江
氏
は
︑﹁
良
房
の
ブ
レ
ー
ン
を
務
め
た
春
澄
善
縄
︑
菅
原
是
善
は
播
磨
国
を
中
心
に
活
躍
す
る
陰
陽
寮
官
人
た
ち
と
何
ら
か
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
﹂
と
述
べ
︑
川
人
・
善
縄
・
是
善
が
同
時
期
に
播
磨
陰
陽
道
祭
祀
の
一
考
察
︱
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
を
中
心
に
︱
︵
宮
崎
︶
― 29 ―
国
の
役
人
で
あ
っ
た
点
に
注
意
を
向
け
て
お
ら
れ
る
︒
た
し
か
に
︑﹁
播
磨
国
﹂
が
こ
の
二
人
を
結
ぶ
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
︑
川
人
・
善
縄
は
と
も
に
遙
任
で
あ
っ
た
か
ら
︑﹁
播
磨
国
﹂
を
介
し
た
繋
が
り
は
さ
ほ
ど
強
い
と
は
い
い
が
た
い
︒
山
下
氏
に
よ
れ
ば
︵
︶
︑
当
時
の
文
章
博
士
に
は
︑
怪
異
や
物
怪
を
信
じ
る
25
春
澄
善
縄
や
三
善
清
行
と
︑
儒
教
的
合
理
主
義
に
基
づ
く
都
良
香
や
菅
原
道
真
と
︑
二
通
り
の
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
と
い
う
が
︑
こ
う
し
た
指
摘
を
参
考
に
す
る
と
︑
﹁
良
房
主
導
で
行
わ
れ
た
物
怪
の
卜
占
化
﹂
の
た
め
に
︑
紀
伝
道
の
春
澄
善
縄
や
菅
原
是
善
が
登
用
さ
れ
︑
同
時
に
︑
陰
陽
道
の
滋
岳
川
人
ら
が
抱
え
込
ま
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒
い
っ
ぽ
う
の
川
人
に
し
て
み
れ
ば
︑
良
房
を
後
ろ
盾
と
し
て
︑
今
後
増
加
し
て
い
く
陰
陽
道
祭
祀
の
成
立
の
足
が
か
り
と
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
︒
二
︑
鬼
気
祭
の
展
開
繁
田
氏
︵
︶
に
よ
れ
ば
︑
平
安
貴
族
は
︑
疫
病
は
﹁
疫
神
﹂
と
い
う
神
の
も
26
た
ら
す
病
気
と
考
え
る
い
っ
ぽ
う
で
︑﹁
疫
鬼
﹂
と
い
う
鬼
が
も
た
ら
す
も
の
と
と
ら
え
て
お
り
︑
陰
陽
師
の
卜
占
に
お
い
て
は
︑
疫
病
は
疫
鬼
に
よ
る
病
気
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
い
う
︒
こ
う
し
た
観
念
が
存
在
し
た
こ
と
は
︑
三
行
清
行
著
と
さ
れ
る
﹃
善
家
異
記
﹄︵
﹃
政
事
要
略
』
巻
七
十
︑
糺
弾
雑
事
︵
蠱
毒
厭
魅
及
巫
覡
︶
︶
に
︑
﹁
有
二
裸
鬼
一
持
レ
椎
︒
向
二
府
君
臥
處
一
︒﹂﹁
有
二
一
鬼
一
持
レ
椎
︒
打
二
府
君
侍
児
之
首
一
︒︵
中
略
︶
湏
臾
此
児
熱
︒
頭
痛
毒
悩
尤
甚
︒︵
中
略
︶
得
レ
祭
之
後
︒
歓
喜
無
レ
極
︒︵
中
略
︶
是
日
︒
源
児
病
癒
︒﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
︒
こ
こ
に
は
︑
鬼
が
人
間
の
身
体
を
叩
く
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
︑
鬼
が
病
人
か
ら
離
れ
る
と
回
復
す
る
と
さ
れ
て
い
る
︒
そ
れ
で
は
︑
鬼
気
祭
は
︑
実
際
︑
ど
の
よ
う
な
時
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
︒
『日
本
紀
略
﹄
延
喜
十
四
年
︵
九
一
四
︶
十
月
十
六
日
条
に
︑﹁︵
前
略
︶
戌
刻
︒
於
二
建
禮
門
前
一
有
二
鬼
気
祭
事
一
︒
爲
レ
除
二
皰
瘡
一
也
︒
日
来
主
上
不
豫
︒
民
間
皰
瘡
轉
發
︒﹂
と
あ
り
︑
坊
間
に
流
行
し
て
い
た
﹁
疱
瘡
﹂
を
祓
う
た
め
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
︑
疱
瘡
以
外
の
流
行
病
に
対
し
て
行
わ
れ
た
事
例
も
あ
る
︒
た
と
え
ば
︑﹃
小
右
記
﹄
治
安
三
年
︵
一
〇
二
三
︶
十
二
月
廿
二
日
条
に
は
︑
藤
原
経
任
が
風
病
を
煩
っ
て
お
り
︑
翌
日
条
に
は
﹁︵
前
略
︶
早
旦
小
女
渡
二
西
隣
一
︑
依
二
拾
遺
悩
煩
一
︑
晩
景
向
二
西
隣
一
︑
入
レ
夜
歸
︑
小
女
宿
二
西
隣
一
︑
令
二
立
願
一
︑
可
レ
奉
レ
顯
二
等
身
七
仏
藥
師
如
来
・
等
身
六
觀
音
一
︑
可
レ
奉
レ
轉
二
讀
孔
雀
經
一
︑
今
夜
以
二
交
充
朝
臣
一
令
レ
行
二
鬼
氣
祭
一
︑
依
二
占
所
一
行
也
︑
︵
後
略
︶﹂
と
あ
っ
て
︑
経
任
の
風
邪
に
対
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
︒
こ
の
場
合
︑
経
任
の
風
邪
に
対
す
る
治
療
と
し
て
行
わ
れ
た
の
か
︑
小
女
︵
実
資
の
女
︶
が
経
任
に
接
触
し
て
い
た
こ
と
で
︑
さ
ら
に
な
る
風
邪
の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
︑
い
ず
れ
に
し
て
も
風
邪
が
原
因
で
あ
る
こ
と
に
ま
ち
が
い
な
い
︒
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し
て
み
る
と
︑
鬼
気
祭
に
は
﹁
公
的
﹂
な
性
格
の
も
の
と
︑﹁
私
的
﹂
な
性
格
の
も
の
と
が
あ
る
こ
と
に
な
る
︒
そ
こ
で
︑
以
下
︑
こ
の
二
種
の
鬼
気
祭
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
︵
︶
︒
27
先
に
も
み
た
よ
う
に
︑
延
喜
十
四
年
︵
九
一
五
︶
十
月
十
六
日
条
で
は
︑
世
間
で
疱
瘡
が
流
行
し
て
い
る
際
に
鬼
気
祭
が
行
わ
れ
た
︒
こ
れ
は
︑
い
う
ま
で
も
な
く
公
的
に
行
わ
れ
た
鬼
気
祭
の
例
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
天
暦
元
年
︵
九
四
七
︶
八
月
十
四
日
条
で
は
︑
日
来
朱
雀
院
︒
中
宮
︒
太
政
大
臣
︒
左
右
大
臣
家
以
二
名
僧
一
︒
或
令
レ
轉
二
讀
大
般
若
經
一
︒
或
令
レ
演
二
説
仁
王
經
︒
依
二
皰
瘡
事
一
也
︒
是
日
︒
於
二
建
禮
門
前
一
修
二
鬼
氣
祭
一
︒
と
あ
っ
て
︑
朱
雀
院
ら
が
疱
瘡
を
煩
っ
て
い
る
た
め
︑
大
般
若
経
や
仁
王
経
の
転
読
と
と
も
に
建
礼
門
前
に
お
い
て
鬼
気
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
こ
の
数
日
前
に
は
﹁
京
中
煩
二
疫
癘
皰
瘡
一
﹂︵
﹃
日
本
紀
略
﹄
天
暦
元
年
︵
九
四
七
︶
七
月
十
九
日
条
︶
と
い
う
記
事
が
み
え
︑
翌
日
に
は
﹁
爲
レ
攘
二
除
皰
瘡
一
︒
於
二
紫
寝
殿
︒
建
禮
門
︒
朱
雀
門
三
箇
所
一
有
二
大
祓
一
︒﹂︵
﹃
日
本
紀
略
﹄
天
暦
元
年
︵
九
四
七
︶
八
月
十
五
日
条
︶
と
あ
る
︒
こ
の
他
に
も
疱
瘡
に
対
す
る
記
事
が
多
々
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
当
時
疱
瘡
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
く
︑
こ
の
場
合
も
︑
疱
瘡
の
た
め
に
︑
公
的
に
鬼
気
祭
が
行
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒
甲
田
氏
は
﹁
鬼
気
祭
は
国
祭
と
し
て
営
ま
れ
︑
建
礼
門
前
の
一
カ
所
で
修
祀
さ
れ
る
祭
で
あ
り
︑
疫
癘
の
中
で
も
︑
主
と
し
て
皰
瘡
を
対
象
と
し
て
い
る
﹂
と
し
︑
岡
田
氏
も
﹁
疫
癘
・
疱
瘡
を
鎮
め
る
国
家
祭
祀
﹂
と
位
置
付
け
て
お
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
甲
田
氏
は
︑﹁
鬼
気
祭
は
何
時
の
頃
か
ら
私
祭
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
分
明
で
な
い
が
︑
延
喜
・
天
暦
の
頃
を
下
限
と
し
て
﹂
私
祭
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
述
べ
︑
岡
田
氏
も
︑﹁
鬼
気
祭
独
自
で
は
行
わ
れ
な
く
な
り
︑
平
安
後
期
に
は
私
祭
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
﹂
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑︻
表
３
︼
に
示
し
た
よ
う
に
︑
寛
仁
四
年
︵
一
〇
二
〇
︶
四
月
十
三
日
条
に
は
︑﹁
依
二
御
悩
一
︑
於
二
四
陣
一
被
レ
行
二
鬼
氣
御
祭
事
一
﹂
と
あ
っ
て
︑
後
一
条
天
皇
の
御
病
気
の
た
め
に
鬼
気
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
こ
の
年
は
疱
瘡
が
流
行
し
た
年
で
あ
り
︑
こ
の
場
合
の
鬼
気
祭
も
公
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
長
元
三
年
︵
一
〇
三
〇
︶
六
月
七
日
条
に
︑
﹁
爲
レ
祈
二
時
行
一
︑
可
レ
被
レ
行
二
京
極
五
箇
日
︵
マ
マ
︶
所
鬼
気
祭
一
事
︑﹂
と
い
う
事
例
が
あ
る
︒
こ
れ
は
小
記
目
録
の
﹁
天
下
病
事
﹂
と
い
う
分
類
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
公
的
な
鬼
気
祭
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒
ほ
か
に
も
﹁
今
夜
公
家
於
二
五
个
處
一
被
レ
行
二
鬼
氣
祭
一
︑
羅
城
門
・
京
極
四
角
云
︑
﹂
︵
長
元
三
年
(一
〇
三
〇
)
六
月
九
日
条
︶
と
い
う
記
事
や
︑﹁
於
二
内
裏
諸
門
一
有
二
鬼
氣
祭
一
︒﹂︵
天
治
二
年
︵
一
一
二
五
︶
十
二
月
廿
七
日
条
︶
と
い
う
例
も
あ
り
︑
い
ず
れ
も
公
的
な
鬼
気
祭
で
あ
る
︒
こ
う
し
て
み
る
と
︑
公
的
な
鬼
気
祭
は
平
安
後
期
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
︑
私
祭
に
転
化
し
て
い
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
︒
陰
陽
道
祭
祀
の
一
考
察
︱
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
を
中
心
に
︱
︵
宮
崎
︶
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︻
表
３
︼
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
の
諸
例
番
号
年
号
︵
西
暦
︶
月
日
祭
祀
の
表
記
内
容
公
･私
典
拠
1
貞
観
９
︵
八
六
七
︶
・
1
26
鬼
気
祭
天
下
に
疫
癘
の
憂
い
公
三
代
実
録
2
延
喜
︵
九
一
四
︶
14
・
12
3
四
界
祭
︑
四
角
祭
疫
の
あ
る
と
き
に
行
う
公
西
宮
記
3
同
︵
九
一
五
︶
15
・
10
16
鬼
気
祭
疱
瘡
の
流
行
の
た
め
︑
建
礼
門
前
に
て
公
日
本
紀
略
4
承
平
元
︵
九
三
一
︶
・
2
12
四
角
祭
貞
信
公
記
5
天
暦
元
︵
九
四
七
︶
・
8
14
鬼
気
祭
疱
瘡
流
行
の
た
め
︑
建
礼
門
前
に
て
公
日
本
紀
略
6
同
・
8
22
四
角
祭
︑
四
隅
・
四
界
等
祭
日
本
紀
略
貞
信
公
記
7
天
暦
６
︵
九
五
二
︶
・
6
23
鬼
気
祭
今
月
日
︑
郊
外
の
四
所
に
て
27
公
朝
野
群
載
8
同
・
12
10
大
宮
四
隅
京
四
隅
祭
御
体
御
卜
で
︑
来
年
の
春
夏
に
鬼
気
の
祟
り
と
出
た
た
め
︑
季
初
に
行
わ
れ
る
公
類
聚
符
宣
抄
9
天
徳
元
︵
九
五
七
︶
・
5
18
四
堺
祭
日
本
紀
略
10
天
延
２
︵
九
七
四
︶
・
2
13
四
角
祭
陰
陽
寮
が
奉
じ
︑
蔵
人
所
を
使
い
と
す
る
公
天
延
二
年
記
11
天
元
５
︵
九
八
二
︶
・
4
12
鬼
気
祭
陰
陽
師
奉
︵
縣
︶
平
が
行
う
小
右
記
12
永
観
３
︵
九
八
五
︶
・
3
18
宮
城
四
角
鬼
気
祭
天
下
に
疾
癘
が
あ
る
際
公
朝
野
群
載
13
永
延
２
︵
九
八
八
︶
・
7
4
鬼
気
祭
藤
原
実
資
女
が
病
の
た
め
︑
安
倍
晴
明
が
行
う
私
小
右
記
14
正
暦
元
︵
九
九
〇
︶
・
7
8
鬼
気
祭
藤
原
実
資
女
が
病
の
た
め
︑
陳
泰
が
行
う
私
小
右
記
15
同
４
︵
九
九
三
︶
・
6
4
鬼
気
祭
家
中
悩
煩
た
め
︑
陳
泰
が
行
う
私
小
右
記
16
長
保
元
︵
九
九
九
︶
・
9
16
鬼
気
祭
求
食
鬼
が
原
因
で
実
資
が
病
の
た
め
私
小
右
記
17
寛
弘
元
︵
一
〇
〇
四
︶
・
6
8
鬼
気
祭
前
日
よ
り
続
く
藤
原
道
長
の
頭
痛
の
た
め
私
御
堂
関
白
記
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18
長
和
２
︵
一
〇
一
三
︶
・
8
13
当
季
鬼
気
祭
夜
に
惟
宗
文
高
が
西
門
に
て
行
う
私
小
右
記
19
同
３
︵
一
〇
一
四
︶
・
2
29
四
角
四
堺
祭
疾
疫
の
た
め
︑
一
昨
日
に
行
う
小
右
記
20
同
４
︵
一
〇
一
五
︶
・
4
27
四
角
四
堺
祭
賀
茂
光
栄
の
奏
上
に
よ
り
行
う
小
右
記
21
同
・
4
28
四
角
・
四
界
祭
日
時
を
奏
す
御
堂
関
白
記
22
同
・
5
6
四
角
祭
安
倍
吉
平
が
枇
杷
殿
の
四
角
に
て
行
う
小
右
記
23
同
・
5
9
四
堺
祭
小
右
記
24
同
・
5
29
鬼
気
祭
家
の
門
に
て
私
御
堂
関
白
記
25
同
５
︵
一
〇
一
六
︶
・
4
8
四
角
御
祭
夜
︑
四
角
御
祭
を
行
わ
ず
御
堂
関
白
記
26
寛
仁
２
︵
一
〇
一
八
︶
・
3
10
宮
城
四
角
祭
日
本
紀
略
27
同
４
︵
一
〇
二
〇
︶
・
4
13
鬼
気
祭
後
一
条
天
皇
の
御
悩
の
た
め
に
四
陣
に
お
い
て
行
う
公
小
記
目
録
28
同
・
6
17
四
角
四
堺
祭
陰
陽
寮
が
日
時
を
勘
ず
公
左
経
記
29
同
・
6
19
四
角
四
堺
御
祭
祭
料
を
奏
す
公
左
経
記
30
同
・
12
3
四
角
四
堺
祭
疫
癘
の
た
め
小
右
記
31
治
安
３
︵
一
〇
二
三
︶
・
7
17
当
季
鬼
気
祭
夜
に
惟
宗
文
高
が
西
門
に
て
行
う
私
小
右
記
32
同
・
12
2
当
季
鬼
気
祭
惟
宗
文
高
が
北
門
に
て
行
う
私
小
右
記
33
同
・
12
17
四
角
祭
日
本
紀
略
34
同
・
12
23
鬼
気
祭
夜
に
交
充
朝
臣
が
行
う
小
右
記
35
万
寿
元
︵
一
〇
二
四
︶
・
12
6
当
季
鬼
気
祭
惟
宗
文
高
が
北
門
に
て
行
う
私
小
右
記
36
同
２
︵
一
〇
二
五
︶
・
8
10
鬼
気
・
火
等
祭
赤
班
瘡
の
た
め
︑
宣
旨
が
下
る
公
小
右
記
37
同
４
︵
一
〇
二
七
︶
・
6
16
鬼
気
祭
胸
病
・
頭
風
の
た
め
︑
中
原
恒
盛
が
行
う
私
小
右
記
陰
陽
道
祭
祀
の
一
考
察
︱
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
を
中
心
に
︱
︵
宮
崎
︶
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38
長
元
元
︵
一
〇
二
八
︶
・
12
22
当
季
鬼
気
祭
内
裏
の
穢
れ
の
た
め
︑
惟
宗
文
高
が
行
う
小
右
記
鬼
気
祭
良
円
の
た
め
に
︑
中
原
恒
盛
が
河
原
で
行
う
私
39
同
・
6
7
鬼
気
祭
天
下
の
病
事
の
た
め
︑
京
極
の
五
か
所
に
て
行
う
公
小
記
目
録
40
同
３
︵
一
〇
三
〇
︶
・
6
9
鬼
気
祭
惟
宗
文
高
の
申
し
出
︵
疫
病
流
行
︶
に
よ
り
︑
羅
城
門
と
京
極
の
四
角
に
て
行
う
公
小
右
記
41
同
４
︵
一
〇
三
一
︶
・
2
23
四
堺
祭
︑
四
角
祭
先
に
四
角
祭
を
行
う
左
経
記
42
同
・
2
29
当
季
鬼
気
祭
為
高
の
病
の
た
め
︑
北
門
に
て
中
原
恒
盛
が
行
う
私
小
右
記
43
同
・
7
14
四
堺
御
祭
官
人
を
四
堺
御
祭
所
に
遣
わ
す
公
小
右
記
44
嘉
応
２
︵
一
一
七
〇
︶
・
7
5
鬼
気
土
公
等
祭
玉
葉
45
寛
治
７
︵
一
〇
九
三
︶
・
3
8
四
堺
御
祭
瀧
口
四
人
を
遣
わ
す
中
右
記
46
嘉
保
元
︵
一
〇
九
四
︶
・
11
18
四
界
御
祭
夜
に
行
う
中
右
記
47
康
和
５
︵
一
一
〇
三
︶
・
3
25
四
角
祭
夜
に
行
う
中
右
記
48
同
・
3
26
四
堺
祭
中
右
記
49
長
治
２
︵
一
一
〇
五
︶
・
2
21
宮
城
四
角
巽
方
鬼
気
等
御
祭
公
朝
野
群
載
50
同
３
︵
一
一
〇
六
︶
2
宮
城
四
角
坤
方
鬼
気
等
御
祭
公
朝
野
群
載
51
嘉
承
元
︵
一
一
〇
六
︶
・
4
12
四
角
四
堺
祭
天
下
に
疾
疫
あ
り
公
永
昌
記
52
天
治
２
︵
一
一
二
五
︶
・
12
27
鬼
気
祭
疱
瘡
流
行
の
た
め
︑
内
裏
の
諸
門
に
て
行
う
公
百
鍊
抄
53
承
安
元
︵
一
一
七
一
︶
・
10
10
鬼
気
御
祭
高
倉
天
皇
の
御
咳
病
の
た
め
︑
去
夜
安
倍
泰
親
が
行
う
公
玉
葉
54
同
・
10
23
鬼
気
祭
九
条
兼
実
の
病
の
た
め
行
う
私
玉
葉
55
同
３
︵
一
一
七
三
︶
・
3
5
土
公
鬼
気
祭
女
院
の
御
不
予
の
た
め
︑
こ
の
日
よ
り
三
ヶ
夜
︑
安
倍
時
晴
が
行
う
私
玉
葉
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56
同
４
︵
一
一
七
四
︶
・
5
8
土
公
鬼
気
祭
安
倍
時
晴
が
行
う
私
玉
葉
57
安
元
３
︵
一
一
七
七
︶
・
2
22
四
堺
鬼
気
御
祭
高
倉
天
皇
の
御
不
予
の
た
め
︑
竜
花
・
会
坂
・
山
崎
・
大
枝
の
四
か
所
で
行
う
公
壬
生
家
文
書
58
治
承
５
︵
一
一
八
一
︶
・
2
6
土
公
鬼
気
祭
姫
の
病
の
た
め
私
玉
葉
59
同
・
2
7
土
公
鬼
気
祭
姫
の
身
体
に
赤
い
小
さ
な
瘡
が
出
た
め
︑
漏
刻
博
士
賀
茂
憲
成
が
行
う
私
玉
葉
60
同
・
2
8
土
公
鬼
気
祭
内
蔵
助
安
倍
晴
光
が
行
う
玉
葉
61
養
和
元
︵
一
一
八
一
︶
・
10
21
土
公
鬼
気
祭
女
房
に
土
公
鬼
気
等
の
祟
り
が
あ
る
た
め
︑
漏
刻
博
士
賀
茂
憲
成
が
行
う
私
玉
葉
62
文
治
３
︵
一
一
八
七
︶
・
2
13
土
公
鬼
気
御
祭
後
鳥
羽
天
皇
の
不
快
の
た
め
行
う
公
玉
葉
63
同
・
5
29
四
角
四
堺
御
祭
玉
葉
つ
ぎ
に
︑
私
的
に
行
わ
れ
た
鬼
気
祭
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
︒
甲
田
氏
や
岡
田
氏
の
指
摘
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
︑
私
的
に
行
わ
れ
た
事
例
も
多
々
確
認
で
き
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
︒
私
的
な
鬼
気
祭
の
初
見
は
︑
永
延
二
︵
九
八
八
︶
七
月
八
日
条
で
あ
る
︒
ま
た
︑
長
保
元
年
(九
九
九
︶
九
月
十
六
日
条
に
は
︑﹁
所
レ
悩
自
レ
暁
頗
宜
︑
以
二
光
榮
朝
臣
一
令
二
占
勘
一
︑
云
︑
求
食
鬼
之
所
レ
致
也
者
︑
仍
今
夜
行
二
鬼
氣
祭
一
︑﹂
と
あ
っ
て
︑
求
食
鬼
が
原
因
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
︒
同
十
四
日
条
に
は
︑
﹁
心
神
和
亂
︑
身
熱
辛
苦
︑
依
有
二
風
病
疑
一
﹂
と
あ
り
︑
実
資
が
数
日
前
か
ら
風
邪
を
煩
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
︑
こ
れ
が
私
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
︒
こ
の
ほ
か
に
も
︑
萬
壽
四
年
︵
一
〇
二
七
︶
六
月
十
六
日
条
に
は
︑﹁︵
前
略
︶
爲
二
侍
從
一
令
下
二
恒
盛
︵
中
原
︶
一
行
中
鬼
氣
祭
上
︑
侍
從
胸
病
頭
風
競
起
︑
辛
苦
無
レ
極
︑︵
後
略
︶
﹂
と
あ
り
︑
侍
従
の
頭
痛
等
に
対
し
て
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
長
元
元
年
︵
一
〇
二
八
︶
十
二
月
廿
二
日
条
に
は
︑
内
裏
穢
引
來
︑
然
而
内
裏
穢
時
被
レ
行
二
仁
王
會
一
︑
仍
所
レ
行
也
︑
當
季
仁
王
講
念
賢
・
智
照
・
慶
範
當
季
修
法
不
動
調
伏
法
︑
阿
闍
梨
々
々
・
寂
臺
︑
伴
二
僧
四
口
一
︑
當
季
鬼
氣
祭
︑
文
高
︑
左
兵
衞
督
語
︑
今
夕
以
二
恒
盛
一
於
二
河
原
一
爲
二
内
供
良
圓
一
令
レ
行
二
良
圓
令
行
(
衍
)
鬼
氣
祭
一
︑
漸
復
二
尋
常
一
︑
令
レ
聞
二
案
内
一
︑
似
二
時
疫
一
︑
智
照
云
︑
故
永
源
重
病
煩
時
行
者
︑
病
之
間
有
二
時
疫
陰
陽
道
祭
祀
の
一
考
察
︱
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
を
中
心
に
︱
︵
宮
崎
︶
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氣
一
欤
︑
賴
秀
闍
梨
扶
二
持
故
永
源
一
︑
行
二
雜
事
一
︑
日
來
重
煩
二
時
疫
一
︑
秘
而
不
レ
漏
︑
去
夕
万
死
一
生
云
々
と
あ
っ
て
︑
内
裏
の
穢
れ
に
対
し
て
﹁
当
季
の
鬼
気
祭
﹂
が
︑
良
円
の
た
め
に
は
鬼
気
祭
が
行
わ
れ
た
記
録
が
あ
る
︒﹁
当
季
の
鬼
気
祭
﹂
の
ほ
う
は
︑
公
的
な
鬼
気
祭
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
切
れ
な
い
が
︑
良
円
の
た
め
の
﹁
鬼
気
祭
﹂
は
明
ら
か
に
私
的
な
鬼
気
祭
で
あ
る
︒
以
上
の
点
か
ら
︑
私
的
に
行
わ
れ
る
鬼
気
祭
は
︑
公
的
な
鬼
気
祭
の
よ
う
に
疱
瘡
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
︑
風
邪
等
に
対
し
て
も
行
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒﹁
当
季
の
鬼
気
祭
﹂
は
︑︻
表
３
︼
か
ら
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
︑
こ
の
時
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
︑
長
和
二
年
︵
一
〇
一
三
︶
八
月
十
三
日
条
に
は
︑﹁
今
夜
當
季
鬼
気
祭
︑
文
高
︑
西
門
﹂
と
あ
っ
て
︑
惟
宗
文
高
と
い
う
人
物
が
行
っ
て
い
る
例
が
み
え
て
い
る
︒
文
高
は
︑
陰
陽
頭
の
職
に
あ
り
︑
陰
陽
寮
官
人
が
貴
族
の
私
的
な
鬼
気
祭
に
関
わ
っ
て
い
る
例
だ
が
︑
文
高
以
外
に
も
︑
実
資
邸
で
行
わ
れ
た
鬼
気
祭
に
は
陰
陽
屬
中
原
恒
盛
と
い
う
陰
陽
寮
官
人
も
携
わ
っ
て
い
る
︵
長
元
四
年
(一
〇
三
一
)
二
月
廿
九
日
丙
午
条
︶︒
﹁
当
季
の
鬼
気
祭
﹂
は
﹁
当
季
﹂
と
い
う
表
現
か
ら
︑
疫
病
流
行
の
際
に
臨
時
に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
︑
一
定
の
時
期
に
予
防
的
に
行
わ
れ
る
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
︑
事
例
が
少
な
い
の
で
︑
こ
れ
以
上
の
言
及
は
控
え
た
い
︒
さ
て
︑
こ
の
よ
う
み
て
い
く
と
︑
鬼
気
祭
は
公
的
と
し
て
も
私
的
と
し
て
も
並
立
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
︑
時
代
と
と
も
に
公
的
祭
祀
か
ら
私
祭
へ
と
転
化
し
て
い
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
︒
史
料
的
に
は
︑
﹃
小
右
記
﹄
や
﹃
御
堂
関
白
記
﹄
な
ど
藤
原
氏
の
も
の
が
中
心
な
の
で
偏
り
の
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
︑
鬼
気
祭
は
公
的
・
私
的
と
も
に
存
在
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
あ
え
て
公
私
の
区
別
を
つ
け
る
必
要
は
な
い
︑
と
い
う
の
が
筆
者
の
結
論
で
あ
る
︒
三
︑
鬼
気
祭
と
四
角
四
堺
祭
と
こ
ろ
で
︑﹁
鬼
気
祭
﹂
と
似
た
性
格
の
祭
祀
に
﹁
四
角
四
堺
祭
﹂
が
あ
る
︒
宮
城
の
四
隅
で
行
わ
れ
る
﹁
四
角
祭
﹂
と
︑
山
城
国
の
四
堺
で
行
わ
れ
る
﹁
四
堺
祭
﹂
と
が
別
々
に
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
︒
四
堺
祭
に
関
し
て
は
︑﹃
朝
野
群
載
﹄
︵
巻
十
五
陰
陽
道
︶
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
︒
右
辨
官
下
山
城
國
和
邇
堺
使
蔭
子
橘
兼
舒
從
三
人
陰
陽
允
中
原
善
益
從
三
人
祝
小
屬
秦
春
連
從
三
人
奉
禮
陰
陽
師
布
留
滿
樹
從
二
人
祭
郎
學
生
四
人
從
一
人
左
衛
門
府
生
美
努
定
信
從
二
人
看
督
長
一
人
從
一
人
火
長
一
人
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會
坂
堺
同
前
大
枝
堺
同
前
山
崎
堺
同
前
右
今
月
廿
七
日
爲
レ
祭
二
治
郊
外
四
所
鬼
氣
一
︒
差
二
件
等
人
一
宛
レ
使
發
遣
者
︒
國
宜
二
承
知
︒
依
レ
例
供
給
一
︒
官
符
追
下
天
暦
六
年
六
月
廿
三
日
大
史
阿
蘇
宿
禰
右
大
弁
藤
原
朝
臣
岡
田
氏
に
よ
れ
ば
、
四
角
祭
は
﹃
延
喜
神
祇
式
﹄
に
規
定
す
る
宮
城
四
隅
疫
神
祭
と
類
似
し
た
も
の
だ
が
︑
四
堺
祭
は
﹃
延
喜
神
祇
式
﹄
の
畿
内
堺
十
処
疫
神
祭
と
は
ち
が
い
︑
山
城
国
四
所
に
限
定
さ
れ
て
お
り
︑
両
祭
は
十
世
紀
初
頭
に
陰
陽
道
祭
祀
と
し
て
新
た
に
設
定
さ
れ
た
と
い
う
︒
『
禁
秘
抄
﹄
に
は
︑﹁︵
前
略
︶
陰
陽
師
御
祭
祓
︒︵
中
略
︶
四
界
御
祭
︒
所
衆
瀧
口
各
四
人
為
レ
使
︒
八
人
也
︒︵
後
略
︶﹂
と
あ
っ
て
︑
四
界
祭
は
陰
陽
寮
の
管
轄
で
あ
る
と
す
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑﹃
公
事
根
源
﹄
に
は
︵
﹃
修
正
公
事
根
源
新
釋
﹄
︶
︑
﹁
道
饗
祭
是
は
疫
神
の
祭
な
り
︒︵
中
略
︶
鎮
火
道
饗
の
祭
を
ば
︑
四
角
四
堺
の
祭
と
申
す
な
り
﹂
と
鎮
火
道
饗
祭
＝
四
角
四
堺
祭
と
い
う
解
釈
を
示
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑︻
表
３
︼
に
あ
げ
た
事
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
︑﹁
四
角
四
堺
祭
﹂
と
い
う
名
称
で
行
わ
れ
る
場
合
は
︑
陰
陽
寮
が
関
わ
っ
て
い
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
く
︑
ま
た
︑
四
角
と
四
堺
に
派
遣
さ
れ
る
の
が
陰
陽
寮
官
人
な
の
で
︑
そ
こ
か
ら
判
断
す
る
と
︑
﹁
四
角
四
堺
祭
﹂
は
陰
陽
道
祭
祀
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
四
角
四
堺
祭
は
︑
長
和
四
年
︵
一
〇
一
五
︶
四
月
廿
七
日
条
に
︑
﹁︵
前
略
︶
高
山
・
海
若
并
四
角
・
四
堺
祭
事
︑
依
二
光
榮
（
賀
茂
）
朝
臣
上
奏
一
所
レ
被
レ
行
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
同
時
に
行
わ
れ
る
場
合
が
多
い
︵
︻
表
３
︼
参
照
︶︒
ま
た
︑
宮
城
の
四
隅
以
外
で
行
わ
れ
た
事
例
も
あ
る
こ
と
は
︑
注
意
を
ひ
く
︒
た
と
え
ば
︑
長
和
四
年
︵
一
〇
一
五
︶
五
月
六
日
条
に
は
﹁︵
前
略
︶
今
夜
吉
平
（
安
倍
）
奉
二
仕
四
角
祭
一
︑
枇
杷
殿
四
角
者
﹂
と
あ
っ
て
︑
枇
杷
殿
で
安
倍
吉
平
が
四
角
祭
を
行
っ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
︒
枇
杷
殿
は
︑
藤
原
道
長
と
二
女
妍
子
の
邸
宅
と
さ
れ
る
屋
敷
だ
が
︑
長
和
三
年
二
月
九
日
に
は
内
裏
が
焼
亡
し
た
た
め
︑
四
月
に
三
条
天
皇
が
枇
杷
殿
に
遷
御
さ
れ
て
い
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
こ
の
場
合
も
︑
場
所
は
内
裏
の
四
角
で
は
な
い
が
︑
天
皇
の
い
る
場
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
の
で
あ
っ
て
︑
通
常
の
四
角
祭
と
同
じ
性
格
の
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒
さ
て
︑
鬼
気
祭
と
四
角
四
堺
祭
は
︑
平
安
末
期
に
な
る
と
﹁
四
角
四
堺
鬼
気
祭
﹂
な
ど
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
︒︻
表
３
︼
に
も
示
し
た
よ
う
に
︑
四
件
確
認
で
き
る
︒
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
︑
㈠
四
角
四
堺
祭
に
鬼
気
祭
が
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
と
す
る
説
と
︑
㈡
鬼
気
祭
を
四
か
所
で
行
う
場
合
を
四
角
祭
︵
ま
た
は
四
堺
祭
︶
と
称
す
と
す
る
説
と
が
あ
る
︒
岡
田
氏
は
︑
鬼
気
祭
が
四
角
四
堺
祭
と
合
流
し
吸
収
さ
れ
て
い
く
と
し
︑
甲
田
氏
は
︑
鬼
気
祭
と
四
角
四
堺
祭
は
と
も
に
疫
癘
鬼
を
祀
る
も
の
で
あ
り
︑
本
来
別
祭
で
あ
っ
た
も
の
が
︑
後
に
は
四
角
四
堺
鬼
気
御
祭
と
呼
ば
れ
︑
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
み
て
お
ら
れ
る
︒
さ
ら
に
︑
小
坂
氏
︵
︶
28
は
︑
四
角
四
堺
祭
と
鬼
気
祭
を
分
け
る
必
要
は
な
く
︑
四
角
四
堺
祭
は
鬼
気
祭
を
宮
城
の
四
隅
と
山
城
国
四
堺
で
行
う
際
の
呼
称
で
あ
る
と
い
い
︑
陰
陽
道
祭
祀
の
一
考
察
︱
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
を
中
心
に
︱
︵
宮
崎
︶
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繁
田
氏
︵
︶
も
同
様
の
見
解
で
あ
る
︒
29
そ
こ
で
︑
い
く
つ
か
事
例
を
み
な
が
ら
︑
諸
説
の
是
非
を
検
討
し
た
い
︒
ま
ず
︑
寛
仁
四
年
︵
一
〇
二
〇
︶
四
月
十
三
日
条
に
は
︑﹁
依
二
御
悩
一
︑
於
二
四
陣
一
被
レ
行
二
鬼
氣
御
祭
事
一
﹂
と
あ
っ
て
︑
後
一
条
天
皇
の
御
悩
の
た
め
に
四
陣
︑
つ
ま
り
四
か
所
で
行
わ
れ
て
お
り
︑
長
元
三
年
︵
一
〇
三
〇
︶
六
月
九
日
条
に
は
︑﹁︵
前
略
︶
今
夜
公
家
於
二
五
个
處
一
被
レ
行
二
鬼
氣
祭
一
︑
羅
城
門
・
京
極
四
角
云
︑
﹂
と
あ
っ
て
︑
羅
城
門
と
京
極
の
四
角
︑
す
な
わ
ち
京
の
端
の
四
か
所
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑﹃
朝
野
群
載
﹄
に
は
︑
四
角
四
堺
祭
使
等
歴
名
陰
陽
寮
進
下
供
二
奉
宮
城
四
角
巽
方
鬼
氣
等
御
祭
一
勅
使
已
下
歴
名
上
事
勅
使
栗
田
憲
景
祝
頭
賀
茂
朝
臣
成
平
奉
禮
小
屬
伴
知
宗
祭
郎
陰
陽
頭
大
中
臣
爲
實
陰
陽
得
業
生
清
原
親
光
陰
陽
生
高
階
季
保
右
今
日
戌
時
︒
供
祭
歴
名
︒
注
進
如
レ
件
長
治
二
年
二
月
廿
一
日
祝
從
五
位
上
行
頭
兼
陰
陽
博
士
賀
茂
朝
臣
成
平
勅
使
正
六
位
上
栗
田
朝
臣
憲
景
と
い
う
記
事
が
み
え
て
い
る
が
︑
こ
こ
に
い
う
﹁
宮
城
四
角
巽
方
鬼
氣
等
御
祭
﹂
は
︑
宮
城
の
四
角
の
巽
︵
南
東
︶
の
方
角
に
お
い
て
行
わ
れ
る
鬼
気
祭
の
こ
と
で
あ
る
︒
そ
う
い
え
ば
︑
さ
き
に
引
い
た
中
原
師
元
の
勘
文
に
も
︑﹁
宮
城
の
四
角
に
お
い
て
鬼
気
祭
を
行
う
﹂
と
あ
っ
た
︒
こ
う
し
た
史
料
を
み
る
か
ぎ
り
︑
鬼
気
祭
が
四
角
四
堺
祭
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
想
定
は
む
ず
か
し
く
︑
む
し
ろ
︑
内
裏
の
四
角
で
行
う
鬼
気
祭
を
﹁
四
角
祭
﹂︑
山
城
国
の
四
堺
で
行
う
鬼
気
祭
を
﹁
四
堺
祭
﹂
と
称
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
は
あ
る
ま
い
か
︒
し
か
も
︑︻
表
３
︼
の
事
例
か
ら
︑
鬼
気
祭
と
四
角
四
堺
祭
が
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
も
は
や
疑
い
な
い
の
で
あ
っ
て
︑
鬼
気
祭
が
四
角
四
堺
祭
に
合
流
し
吸
収
さ
れ
て
い
く
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑﹃
西
宮
記
﹄
や
﹃
朝
野
群
載
﹄
に
は
︑﹁
四
角
祭
﹂﹁
四
堺
祭
﹂
に
は
蔵
人
所
の
官
人
が
差
遣
さ
れ
︑
陰
陽
寮
か
ら
は
陰
陽
師
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
え
て
い
る
の
で
︑
両
者
は
と
も
に
公
的
な
性
格
の
祭
祀
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
︒お
わ
り
に
以
上
︑
小
論
で
は
鬼
気
祭
に
つ
い
て
︑
そ
の
成
立
か
ら
展
開
︑
さ
ら
に
四
角
四
堺
祭
と
の
関
係
の
三
点
に
わ
た
っ
て
考
察
を
加
え
て
き
た
︒
簡
単
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に
ま
と
め
て
お
く
と
︑
鬼
気
祭
は
︑
陰
陽
道
の
典
拠
を
示
す
こ
と
に
よ
り
陰
陽
寮
の
地
位
を
確
立
し
︑
陰
陽
道
独
自
の
祭
祀
を
成
立
さ
せ
て
い
く
過
程
で
生
ま
れ
た
も
の
で
︑
そ
の
成
立
に
は
︑
陰
陽
道
を
政
治
に
利
用
す
る
藤
原
良
房
︑
そ
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
り
陰
陽
道
に
造
詣
の
深
い
春
澄
善
縄
︑
そ
し
て
当
代
随
一
の
陰
陽
師
滋
岳
川
人
が
関
与
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
鬼
気
祭
そ
の
も
の
は
︑
性
格
上
︑
公
的
な
も
の
と
私
的
な
も
の
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
が
︑
私
的
に
行
わ
れ
る
鬼
気
祭
は
︑
公
的
な
鬼
気
祭
の
よ
う
に
疱
瘡
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
︑
風
邪
な
ど
の
病
気
に
対
し
て
も
行
わ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
い
え
ば
︑
公
的
な
鬼
気
祭
も
私
的
な
そ
れ
も
並
立
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
︑
時
代
と
と
も
に
私
祭
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
︒
な
お
︑
小
論
で
は
︑
鬼
気
祭
と
四
角
四
堺
祭
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
が
︑
卑
見
に
よ
れ
ば
︑
内
裏
の
四
角
に
お
い
て
行
わ
れ
る
鬼
気
祭
を
﹁
四
角
祭
﹂
︑
山
城
国
の
四
堺
に
お
い
て
行
わ
れ
る
鬼
気
祭
を
﹁
四
堺
祭
﹂
と
称
し
た
の
で
あ
っ
て
︑
祭
祀
と
し
て
の
性
質
は
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
小
論
は
︑
従
来
︑
陰
陽
道
祭
祀
ま
た
は
疫
神
祭
と
し
て
の
研
究
の
枠
組
み
の
中
で
大
ま
か
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
鬼
気
祭
を
︑
一
つ
の
祭
祀
と
し
て
体
系
的
に
論
じ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
が
︑
陰
陽
道
祭
祀
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
︒
鬼
気
祭
と
他
の
陰
陽
道
祭
祀
と
の
か
か
わ
り
な
ど
︑
残
さ
れ
た
課
題
も
少
な
く
な
い
が
︑
紙
幅
も
超
過
し
た
の
で
︑
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
擱
筆
し
た
い
︒
︻
注
︼
︵
１
︶
岡
田
荘
司
氏
﹁
陰
陽
道
祭
祀
の
成
立
と
展
開
﹂︵﹃
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
﹄
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
九
四
年
︶
以
下
︑
本
文
中
に
お
け
る
氏
の
所
見
は
全
て
こ
れ
に
拠
る
︒
︵
２
︶
小
坂
眞
二
氏
｢
陰
陽
道
の
成
立
と
展
開
﹂︵﹃
古
代
史
研
究
の
最
前
線
﹄
四
︑
雄
山
閣
出
版
︑
一
九
八
七
年
︶
以
下
︑
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
こ
の
論
文
と
す
る
︒
︵
３
︶
山
下
克
明
氏
﹃
平
安
時
代
の
宗
教
文
化
と
陰
陽
道
﹄︵
岩
田
書
院
︑
一
九
九
六
年
︶
以
下
︑
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
こ
の
論
文
と
す
る
︒
︵
４
︶
繁
田
信
一
氏
﹃
陰
陽
師
と
貴
族
社
会
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
四
年
︶
︵
５
︶
甲
田
利
雄
氏
﹁
四
角
祭
考
﹂
︵﹃
陰
陽
道
叢
書
﹄
四
︑
名
著
出
版
︑
一
九
六
八
年
︶
以
下
︑
本
文
中
に
お
け
る
氏
の
所
見
は
全
て
こ
れ
に
拠
る
︒
︵
６
︶
斎
藤
英
喜
氏
﹁﹁
招
魂
祭
﹂
を
め
ぐ
る
言
説
と
儀
礼
︱
陰
陽
道
祭
祀
研
究
の
た
め
に
︱
﹂
︵﹃
鷹
陵
史
学
﹄
三
十
七
︑
二
〇
一
一
年
︶
︵
７
︶
笹
生
衛
氏
は
考
古
学
の
視
点
か
ら
﹁
鬼
気
祭
に
お
い
て
は
饗
応
用
の
食
器
が
そ
の
祭
具
の
中
心
を
な
す
﹂
と
さ
れ
︑
十
世
紀
以
降
一
般
陰
陽
道
祭
祀
の
一
考
察
︱
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
を
中
心
に
︱
︵
宮
崎
︶
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化
す
る
皿
形
人
面
墨
書
土
器
が
対
応
す
る
と
提
示
さ
れ
て
い
る
︒
︵
﹁
奈
良
・
平
安
時
代
に
お
け
る
疫
神
観
の
諸
相
﹂﹃
平
安
時
代
の
神
社
と
祭
祀
﹄
国
書
刊
行
会
︑
一
九
八
六
年
︶
以
下
︑
本
文
中
に
お
け
る
氏
の
所
見
は
全
て
こ
れ
に
拠
る
︒
︵
８
︶
前
田
晴
人
氏
﹁
古
代
国
家
の
境
界
祭
祀
と
そ
の
地
域
性
︵
上
︶﹂
︵
﹃
続
日
本
紀
研
究
﹄
二
一
五
号
︑
一
九
八
一
年
︶
︵
９
︶
宮
﨑
健
司
氏
﹁
奈
良
末
・
平
安
初
期
に
お
け
る
疫
神
祭
祀
﹂︵﹃
日
本
古
代
の
社
会
と
宗
教
﹄︑
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
︑
一
九
九
六
年
︶
︵
︶
大
江
篤
氏
﹁
陰
陽
寮
と
﹁
祟
﹂﹂︵﹃
日
本
古
代
の
神
と
霊
﹄
臨
川
10
書
店
︑
二
〇
〇
七
年
︶
以
下
︑
本
文
中
に
お
け
る
氏
の
所
見
は
全
て
こ
れ
に
拠
る
︒
︵
︶
山
下
氏
﹃
陰
陽
道
叢
書
﹄
一
収
録
論
文
解
説
︑︵
名
著
出
版
︑
一
11
九
九
一
年
︶
︵
︶
例
え
ば
︑
鬼
気
祭
の
初
見
で
仁
王
般
若
経
の
転
読
が
併
用
さ
れ
て
12
い
る
な
ど
︑
そ
の
他
事
例
は
多
々
存
在
す
る
︒
︵
︶
斎
藤
英
喜
氏
﹃
安
倍
晴
明
︱
陰
陽
の
達
者
な
り
︱
﹄︵
ミ
ネ
ル
13
ヴ
ァ
書
房
︑
二
〇
〇
四
年
︶
︵
︶
山
下
氏
ａ
﹁
陰
陽
道
の
成
立
と
儒
教
的
理
念
の
衰
退
﹂︵﹃
古
代
文
14
化
﹄
五
十
九
︵
二
︶︑
二
〇
〇
七
年
︶︑
同
氏
ｂ
﹃
陰
陽
道
の
発
見
﹄
︵
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
︑
二
〇
一
〇
年
︶
や
︑
増
尾
伸
一
郎
氏
﹁
鬼
神
を
見
る
者
﹃
今
昔
物
語
集
﹄
の
陰
陽
師
関
係
説
話
考
﹂︵﹃
ケ
ガ
レ
の
文
化
史
︱
物
語
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
儀
礼
﹄
森
話
社
︑
二
〇
〇
五
年
︶
︵
︶
増
尾
氏
は
︑
﹁
陰
陽
寮
奏
言
︒
使
下
二
諸
國
郡
及
國
分
二
寺
一
︒
據
二
15
陰
陽
書
法
一
︒
毎
年
鎮
中
灾
氣
上
︒
從
レ
之
︒
﹂︵
﹃
日
本
文
徳
実
録
﹄
仁
寿
三
年
︵
八
五
三
)十
二
月
八
日
甲
子
条
︶
と
い
う
記
事
を
挙
げ
︑
こ
の
功
績
に
よ
る
賜
姓
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
増
尾
氏
論
文
注
︵
︶︶
︒
こ
の
賜
姓
記
事
の
後
︑
刀
岐
直
永
継
14
等
姉
妹
五
人
も
滋
岳
朝
臣
の
姓
を
賜
っ
て
い
る
︵
﹃
日
本
三
代
実
録
﹄
貞
観
六
年
八
月
十
七
日
辛
未
条
︶︒
ま
た
︑
延
喜
十
七
年
︵
九
一
七
︶
十
一
月
一
日
に
は
陰
陽
助
滋
岳
惟
良
が
存
在
す
る
︵
﹃
平
戸
記
』仁
治
元
年
閏
十
月
二
十
二
日
条
︶︒
︵
︶
中
村
璋
八
氏
﹃
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
﹄︵
汲
古
書
院
︑
一
九
八
五
年
︶
16
︵
︶
村
山
修
一
氏
﹃
日
本
陰
陽
道
史
総
説
﹄︵
塙
書
房
︑
一
九
八
一
年
︶
17
以
下
︑
本
文
中
に
お
け
る
氏
の
所
見
は
全
て
こ
れ
に
拠
る
︒
︵
︶﹃
続
古
事
談
﹄︵
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
﹃
古
事
談
・
続
古
事
談
﹄︑
岩
波
書
店
︶
は
︑
川
人
が
﹁
貞
観
以
18
後
の
壬
午
の
年
に
︑
聖
人
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
﹂
と
勘
文
に
記
し
た
︒
貞
観
四
年
が
最
初
の
壬
午
の
年
で
あ
り
︑
長
久
三
年
︵
一
〇
四
二
︶
の
壬
午
の
年
に
藤
原
師
実
が
誕
生
し
て
い
る
︑
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
こ
の
勘
文
に
該
当
す
る
も
の
は
確
認
出
来
な
い
︒
︵
︶﹃
江
談
抄
﹄
神
泉
苑
修
請
雨
経
法
事
︵
新
校
群
書
類
聚
本
︶
に
は
︑﹁︵
前
略
︶
19
陰
陽
師
滋
岳
川
人
勤
二
五
龍
祭
一
︒
今
度
殊
同
成
精
之
度
云
々
︒
﹂
と
あ
り
︑
後
世
に
お
い
て
安
倍
吉
平
が
同
じ
く
五
龍
祭
を
行
っ
て
い
る
︒
︵
︶
村
上
知
美
氏
﹁
桓
武
か
ら
仁
明
朝
に
お
け
る
陰
陽
寮
の
活
動
に
つ
20
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い
て
﹂
︵
﹃
宗
教
民
俗
研
究
﹄
十
一
︑
二
〇
〇
一
年
︶
︵
︶
山
下
氏
注
︵
︶
ｂ
論
文
21
14
︵
︶
木
村
茂
光
氏
﹃﹁
国
風
文
化
﹂
の
時
代
﹄︵
青
木
書
店
︑
一
九
九
七
22
年
︶
︵
︶
山
下
氏
注
︵
︶
ａ
論
文
23
14
︵
︶
多
田
圭
介
氏
﹁
春
澄
善
縄
︱
﹁
承
和
期
﹂
の
学
者
︱
﹂︵﹃
皇
學
24
館
論
叢
﹄
四
十
四
︵
三
︶︑
二
〇
一
一
年
︶
︵
︶
注
︵
︶
に
同
じ
︒
25
23
︵
︶
繁
田
信
一
氏
﹃
平
安
貴
族
と
陰
陽
師
安
倍
晴
明
の
歴
史
民
俗
学
﹄
26
︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
五
年
︶
︵
︶
本
論
に
い
う
﹁
公
的
﹂
と
は
︑
天
皇
が
病
気
の
場
合
︑
も
し
く
は
27
世
間
で
疫
病
が
流
行
し
て
い
る
際
に
行
っ
た
場
合
と
す
る
︒﹁
私
的
﹂
と
は
個
人
が
自
分
自
身
︵
ま
た
そ
の
家
族
や
近
親
者
︶
の
た
め
に
行
っ
た
場
合
と
す
る
︒
こ
の
基
準
は
先
学
と
同
じ
も
の
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
先
学
は
そ
の
線
引
き
を
明
文
化
さ
れ
て
は
い
な
い
︒
ま
た
︑
︻
表
４
︼
の
よ
う
に
鎌
倉
期
以
降
は
朝
廷
と
幕
府
が
存
在
す
る
た
め
﹁
公
的
﹂﹁
私
的
﹂
の
概
念
自
体
が
変
化
す
る
と
お
も
わ
れ
る
︒
そ
の
た
め
︑
鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ
て
以
降
は
﹁
公
的
﹂﹁
私
的
﹂
の
線
引
き
は
困
難
と
な
っ
て
く
る
︒
︵
︶
小
坂
氏
﹁
祭
・
祓
と
陰
陽
道
の
祭
祀
部
門
﹂︵﹃
陰
陽
道
叢
書
﹄
四
︑
28
名
著
出
版
︑
一
九
九
三
年
︶
︵
︶
繁
田
氏
注
︵
︶
論
文
29
26
︻
表
４
︼
鎌
倉
時
代
以
降
の
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
の
諸
例
番
号
年
号
︵
西
暦
︶
月
日
祭
祀
の
表
記
内
容
公
･私
典
拠
1
建
久
５
︵
一
一
九
四
︶
・
2
23
四
堺
祭
四
堺
祭
使
に
つ
い
て
公
壬
生
家
文
書
2
同
・
8
4
四
角
四
堺
御
祭
日
時
に
関
す
る
宣
旨
公
壬
生
家
文
書
3
同
閏
・
8
1
四
角
四
堺
祭
日
時
に
関
す
る
勘
文
︒
同
月
日
に
行
う
予
定
7
公
壬
生
家
文
書
4
同
閏
・
8
4
四
堺
御
祭
会
坂
・
竜
花
・
大
枝
・
関
戸
の
四
か
所
で
行
う
公
壬
生
家
文
書
5
承
元
２
︵
一
二
〇
八
︶
・
4
19
四
角
四
堺
御
祭
来
月
日
に
行
う
予
定
6
公
壬
生
家
文
書
6
同
・
5
6
四
角
四
堺
御
祭
陰
陽
頭
賀
茂
宣
平
以
下
八
人
が
行
う
公
猪
隈
関
白
記
陰
陽
道
祭
祀
の
一
考
察
︱
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
を
中
心
に
︱
︵
宮
崎
︶
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7
承
久
２
︵
一
二
二
〇
︶
・
5
10
鬼
気
之
祭
東
宮
の
御
温
気
の
た
め
︑
安
倍
泰
基
が
行
う
公
玉
蘂
8
元
仁
元
︵
一
二
二
四
︶
・
12
26
四
角
四
境
鬼
気
祭
武
蔵
国
の
疫
癘
流
行
の
た
め
︑
陰
陽
権
助
安
倍
国
道
が
申
し
行
う
︒
四
境
と
は
︑
東
は
六
浦
・
南
は
小
壺
・
西
は
稲
村
・
北
は
山
内
吾
妻
鏡
9
寛
嘉
元
︵
一
二
二
九
︶
・
3
5
鬼
気
祭
鬼
気
祭
を
八
座
行
う
吾
妻
鏡
10
同
３
︵
一
二
三
一
︶
・
5
4
鬼
気
祭
祇
園
の
示
現
に
︑
巽
の
方
角
で
鬼
気
祭
を
行
う
べ
し
と
あ
り
吾
妻
鏡
四
角
四
堺
鬼
気
御
祭
夜
に
行
う
11
安
貞
２
︵
一
二
二
八
︶
・
11
18
鬼
気
祭
近
衛
家
実
の
歯
痛
の
た
め
に
主
計
頭
賀
茂
宣
俊
が
行
う
私
猪
隈
関
白
記
12
同
・
11
20
鬼
気
祭
陰
陽
頭
安
倍
泰
忠
が
行
う
私
猪
隈
関
白
記
13
同
・
11
22
鬼
気
祭
夜
に
︑
主
計
頭
賀
茂
宣
俊
が
行
う
私
猪
隈
関
白
記
14
嘉
禎
元
︵
一
二
三
五
︶
・
12
20
四
角
四
境
祭
九
条
頼
経
の
病
の
た
め
︑
御
所
の
北
東
・
南
東
・
南
西
・
北
西
と
他
四
か
所
で
行
う
私
吾
妻
鏡
15
同
・
12
21
鬼
気
祭
安
倍
親
職
が
行
う
私
吾
妻
鏡
16
寛
元
２
︵
一
二
四
四
︶
・
5
18
鬼
気
祭
九
条
頼
経
の
病
の
た
め
行
う
私
吾
妻
鏡
17
同
・
5
20
鬼
気
祭
将
軍
御
方
の
た
め
に
安
倍
国
継
が
行
う
私
吾
妻
鏡
18
同
・
5
26
鬼
気
祭
若
君
御
前
の
病
の
た
め
︑
鬼
気
祭
が
七
座
行
わ
れ
る
私
吾
妻
鏡
19
同
・
5
26
四
方
四
角
等
祭
若
君
御
前
の
病
の
た
め
︑
郭
外
の
八
方
位
で
行
う
私
吾
妻
鏡
20
同
３
︵
一
二
四
五
︶
・
7
13
四
角
四
堺
鬼
気
等
祭
武
蔵
国
の
御
第
に
て
行
う
吾
妻
鏡
21
建
長
４
︵
一
二
五
二
︶
・
8
6
鬼
気
祭
宗
尊
親
王
の
御
悩
の
た
め
︑
安
倍
為
親
が
行
う
私
吾
妻
鏡
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22
同
・
8
23
四
角
四
境
鬼
気
祭
後
深
草
天
皇
の
御
悩
事
の
た
め
︑
安
倍
晴
賢
・
安
倍
晴
茂
・
安
倍
為
親
・
安
倍
晴
秀
・
賀
茂
以
平
・
晴
盛
・
安
倍
茂
氏
が
行
う
公
吾
妻
鏡
23
正
応
２
︵
一
二
八
九
︶
・
6
2
四
角
四
堺
鬼
気
御
祭
世
間
の
病
事
の
た
め
公
師
守
記
24
同
５
︵
一
二
九
二
︶
・
5
6
四
角
四
堺
御
祭
世
間
の
病
事
の
た
め
公
師
守
記
25
正
安
２
︵
一
三
〇
〇
︶
・
6
10
四
角
四
堺
御
祭
世
間
の
病
事
の
た
め
公
師
守
記
26
正
和
３
︵
一
三
一
四
︶
・
2
1
鬼
気
祭
疱
瘡
流
行
の
た
め
︑
先
例
に
よ
り
行
う
公
花
園
天
皇
宸
記
四
角
鬼
気
祭
夜
に
行
う
公
27
同
５
︵
一
三
一
六
︶
・
7
16
内
裏
四
角
郊
外
四
堺
鬼
気
祭
祭
日
時
に
関
す
る
勘
文
︒
疫
病
流
行
の
た
め
行
う
壬
生
家
文
書
28
観
応
２
︵
一
三
五
一
︶
・
6
8
四
角
四
堺
鬼
気
御
祭
日
時
に
関
す
る
勘
文
︒
疫
病
流
行
の
た
め
︑
皇
居
四
角
祭
と
郊
外
四
堺
祭
を
同
日
同
時
刻
に
行
う
壬
生
家
文
書
29
同
・
6
9
四
角
四
堺
祭
安
倍
親
宣
の
申
し
出
に
よ
り
行
う
園
太
暦
目
録
30
同
・
6
23
鬼
気
祭
園
太
暦
目
録
31
延
文
５
︵
一
三
六
〇
︶
・
5
6
四
角
四
堺
祭
天
下
の
病
の
た
め
︑
道
嗣
が
日
に
行
わ
れ
る
10
四
角
四
堺
祭
一
座
分
を
沙
汰
す
公
後
深
心
院
関
白
記
32
同
・
5
9
四
角
四
堺
祭
祭
料
不
足
の
た
め
︑
延
引
す
る
後
深
心
院
関
白
記
33
同
・
5
14
四
角
四
堺
祭
後
深
心
院
関
白
記
34
同
・
5
16
四
角
四
堺
鬼
気
祭
天
下
の
疾
疫
の
た
め
行
う
公
後
深
心
院
関
白
記
35
宝
徳
２
︵
一
四
五
〇
︶
・
5
2
四
角
四
堺
祭
天
下
で
疫
癘
流
行
の
た
め
︑
皇
居
の
四
角
︵
北
東
・
南
東
・
南
西
・
北
西
︶
と
四
堺
︵
会
坂
・
龍
花
・
大
枝
・
山
崎
︶
で
行
う
康
富
記
36
年
月
日
未
詳
四
堺
祭
四
堺
祭
使
の
交
名
壬
生
家
文
書
陰
陽
道
祭
祀
の
一
考
察
︱
鬼
気
祭
・
四
角
四
堺
祭
を
中
心
に
︱
︵
宮
崎
︶
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37
年
月
日
未
詳
四
角
四
堺
御
祭
陰
陽
寮
官
人
の
交
名
壬
生
家
文
書
38
年
月
日
未
詳
四
堺
祭
四
堺
祭
使
の
陰
陽
寮
官
人
交
名
︒
会
坂
・
竜
花
・
大
枝
・
山
崎
の
四
か
所
で
行
う
壬
生
家
文
書
39
年
月
日
未
詳
四
堺
祭
大
枝
で
行
う
四
堺
祭
の
陰
陽
寮
官
人
交
名
壬
生
家
文
書
40
年
月
日
未
詳
四
堺
祭
山
崎
で
行
う
四
堺
祭
の
陰
陽
寮
官
人
交
名
壬
生
家
文
書
41
年
月
日
未
詳
四
堺
祭
竜
花
で
行
う
四
堺
祭
の
陰
陽
寮
官
人
交
名
壬
生
家
文
書
42
年
月
日
未
詳
四
堺
鬼
気
御
祭
祭
使
等
の
歴
名
︒
会
坂
・
竜
花
・
大
枝
・
山
崎
の
四
か
所
で
行
う
壬
生
家
文
書
43
年
月
日
未
詳
四
角
四
堺
鬼
気
御
祭
勅
使
の
交
名
︒
四
角
は
北
東
・
南
東
・
南
西
・
北
西
の
方
角
︑
四
堺
は
会
坂
・
竜
花
・
大
枝
・
山
崎
で
行
う
壬
生
家
文
書
44
年
月
日
未
詳
四
角
四
堺
御
祭
祭
大
使
枝
の
交
名
で
︒
四
う
角
は
北
東
・
南
東
・
南
西
・
北
西
の
方
角
︑
四
堺
は
会
坂
・
竜
花
・
大
枝
・
山
崎
で
行
う
壬
生
家
文
書
︹
附
記
︺
小
論
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
︑
清
水
潔
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
の
ご
指
導
と
ご
教
示
を
た
ま
わ
っ
た
︒
末
尾
な
が
ら
︑
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
︒
︵
み
や
ざ
き
ま
ゆ
・
皇
學
館
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
国
史
学
専
攻
︶
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